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緑ヶ丘公園
児童遊園児童遊園

子どもたちの遊び場を新しく子どもたちの遊び場を新しく
みどりの課（市庁舎６階、☎65・4187）問い合わせ

昭和の時代から整備が進められ、広大な敷地と豊かな自然に恵まれた緑ヶ丘公園。
多くの市民に親しまれている、帯広市を代表する公園の児童遊園が生まれ変わりました。

高さ約10メートルの
ダイナミックな遊具！

トーテムジャングルに名称決定！

トーテムジャングル
トーテムジャングル
トーテムジャングル

１～３歳の
小さな子どもが

遊べるよ

今月の紙面

データで知る帯広

7月末の人口と世帯数

人口▶167,059人
 （前月比＋27人）

　男▶79,638人
　女▶87,421人
世帯▶87,556世帯
 （前月比＋75世帯）

2件（前月比±0件）

ご　み　量

資源ごみ（Sの日）量　

2,530t
（前年同月比＋241t）

623t
（前年同月比＋18t）

7月の火災発生件数

7月の家庭ごみ排出量

十勝最大の食の祭典 ……6

■
行ってみよう認知症カフェ
 ………………………… 5

■
悩んだ時はＳＯＳを出そう
 ………………………… 7

■
子どもの発達と子育て
 ………………………… 9

十勝の豊かな食材を使った
料理がテーマの、作る人と
食べる人の出会いの場「とか
ちマルシェ」を、ＪＲ帯広駅
周辺で開催します。

フードバレーとかちは、十勝の強みである食と農林漁業を生かした地域成長戦略です。

　

帯
広
市
を
代
表
す
る
公
園
「
緑
ヶ
丘

公
園
」。
平
成
19
年
に
整
備
さ
れ
た
児

童
遊
園
の
遊
具
は
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
老
朽
化
に
よ
り
使
用
で
き

な
い
も
の
が
複
数
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

市
は
今
年
７
月
に
新
た
な
遊
具
を
設
置

し
ま
し
た
。

全
29
種
の
機
能
が
楽
し
め
る

　

新
設
さ
れ
た
遊
具
は
、
全
29
種
の
機

能
を
備
え
、
高
さ
約
４
メ
ー
ト
ル
の
展

望
台
か
ら
長
さ
約
10
メ
ー
ト
ル
の
滑
り

台
を
滑
っ
た
り
、
ネ
ッ
ト
の
上
を
渡
っ

た
り
、
壁
を
登
っ
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
楽
し
み
方
が
で
き
ま
す
。

道
東
初
の
遊
具
新
設

１
～
３
歳
児
が
安
心
し
て
遊
べ
る

　

１
〜
３
歳
児
が
安
心
し
て
遊
べ
る
遊

具
を
、
道
東
で
初
め
て
設
置
し
ま
し
た
。

遊
具
を
フ
ェ
ン
ス
で
囲
う
こ
と
で
飛
び

出
し
な
ど
を
防
い
で
お
り
、
保
護
者
が

近
く
の
ベ
ン
チ
で
休
み
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
の
様
子
を
見
守
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

ぜ
ひ
生
ま
れ
変
わ
っ
た
児
童
遊
園
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　今年７月、緑ヶ丘公園近隣の花園小
学校、緑丘小学校の児童を対象に、新
たな遊具広場の名称を募集しました。
選考の結果、緑丘小学校の児童が考案
した「トーテムジャングル」に決定しま
した。
　７月27日に表彰式を開催し、名称を
考案した児童に表彰状と記念品を贈り
ました。また、すてきな名称を考えた
児童４人にも記念品を贈りました。

名称は児童が考案

「ト ーテムジャングル」

屋外
ステージ
屋外
ステージ

児童
遊園
児童
遊園

グリーンパークグリーンパーク

池池

百年記念館へ⇩百年記念館へ⇩

動
物
園
へ
⇨

動
物
園
へ
⇨

公園東通線
公
園
北
通
線

トーテム
ジャングル
トーテム
ジャングル

「トーテムジャングル」を考えた…貝愛梨さん

位置図
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国
民
健
康
保
険
が

使
え
る
施
術
と
使
え
な
い
施
術

整
骨
院
・
接
骨
院
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
か
か
り
方

　

病
院
を
受
診
す
る
と
き
に
、
健
康
保

険
が
使
え
な
い
医
療
が
あ
る
よ
う
に
、

整
骨
院
・
接
骨
院
、
は
り
・
き
ゅ
う
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
施
術
を
受
け
る
場

合
も
、
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
と
使

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合

で
も
、
全
額
自
己
負
担
で
あ
れ
ば
施
術

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

整
骨
院
・
接
骨
院

　

柔
道
整
復
師
が
、
捻
挫
、
打
撲
、
挫ざ

傷し
ょ
う、
骨
折
、
脱だ
っ
き
ゅ
う臼な
ど
の
急
な
け
が
を
、

整
復
や
固
定
な
ど
を
し
て
治
療
し
ま
す
。

健
康
保
険
が
使
え
る
場
合

・
捻
挫
（
く
じ
く
・
ひ
ね
る
）

・
打
撲
（
打
ち
身
）

・
挫
傷
（
肉
離
れ
な
ど
）

・
骨
折
、
脱
臼
（
応
急
手
当
て
を
除
い

て
、
医
師
の
同
意
が
必
要
）

・
骨
、
筋
肉
・
関
節
の
け
が
や
痛
み
で
、

そ
の
原
因
が
は
っ
き
り
し
て
い
る

と
き

︽
負
傷
例
︾

・
転
ん
で
膝
を
打
っ
た
り
、
足
首
を
ひ

ね
っ
た
り
し
て
痛
み
が
で
た
と
き

・
加
齢
に
伴
っ
て
指
や
膝
の
関
節
が
変

形
し
た
り
、
背
中
が
曲
が
っ
た
り
し

て
、
わ
ず
か
な
動
作
で
関
節
、
筋
肉

な
ど
を
痛
め
た
と
き

健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合

・
疲
労
性
、
慢
性
的
な
要
因
か
ら
く
る

肩
凝
り
な
ど

・
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病
や
、

症
状
の
改
善
が
み
ら
れ
な
い
長
期
の

施
術

・
病
院
、
診
療
所
な
ど
で
同
じ
け
が
な

ど
を
治
療
中
の
場
合

・
仕
事
中
や
通
勤
途
中
で
の
け
が
で
、

労
災
保
険
が
適
用
と
な
る
も
の

・
高
齢
者
施
設
、
介
護
施
設
、
部
活
動

な
ど
の
練
習
場
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

競
技
場
所
な
ど
、施
術
所
以
外（
往
診

を
除
く
※
）
で
施
術
を
受
け
た
場
合

※
下
肢
の
骨
折（
不
全
骨
折
）、
関
節

脱
臼
（
い
ず
れ
も
医
師
の
同
意
が
必

要
）、
下
肢
の
け
が
な
ど
、
通
院
が

困
難
な
場
合
の
自
宅
な
ど
で
の
往

診
は
、
健
康
保
険
が
使
え
ま
す
。

は
り
・
き
ゅ
う

　

は
り
師
が
金
属
の
細
い
針
を
経け
い

穴け
つ

（
ツ
ボ
）
に
刺
し
た
り
、
き
ゅ
う
師
が

も
ぐ
さ
を
燃
や
し
て
ツ
ボ
に
刺
激
を
加

え
て
病
気
を
治
療
し
ま
す
。

健
康
保
険
が
使
え
る
場
合

　

次
の
病
気
や
症
状
で
、
医
師
が
必
要

と
認
め
る
場
合
。
な
お
、
医
師
の
同
意

書
ま
た
は
診
断
書
を
施
術
所
に
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
神
経
痛

・
リ
ウ
マ
チ

・
頸け
い

腕わ
ん

症
候
群

・
五
十
肩

・
腰
痛
症

・
頚け
い
つ
い椎
捻
挫
後
遺
症

　

慢
性
的
な
痛
み
で
、
神
経
痛
・
リ
ウ

マ
チ
な
ど
同
じ
範
囲
と
認
め
ら
れ
る
疾

患
や
、
変
形
性
膝
関
節
症
を
含
む
関
節

症
も
、
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
医
師
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合　

・
前
記
疾
患
以
外
の
も
の

・
病
院
、
診
療
所
な
ど
で
同
じ
疾
患
を

治
療
中
の
場
合

・
医
師
の
同
意
が
な
い
場
合

マ
ッ
サ
ー
ジ

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
な
ど
が
手
を
使
っ
て

血
行
を
よ
く
す
る
こ
と
で
治
療
し
ま
す
。

健
康
保
険
が
使
え
る
場
合

　

次
の
よ
う
な
症
状
で
、
医
師
が
必
要

と
認
め
る
場
合
。
な
お
、
医
師
の
同
意

書
ま
た
は
診
断
書
を
施
術
所
に
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
筋
肉
が
ま
ひ
し
て
自
由
に
動
か
せ
な

い
症
状
（
筋
ま
ひ
）

・
関
節
が
硬
く
て
動
き
が
悪
い
症
状

（
関
節
拘こ
う

縮し
ゅ
く）

健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合

・
医
療
上
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
必
要
と
す

る
症
例
以
外
の
も
の

・
疲
労
回
復
や
癒
し
を
目
的
と
す
る
も

の
・
医
師
の
同
意
が
な
い
場
合

施
術
を
受
け
る
と
き
の
注
意
事
項

負
傷
原
因
を
は
っ
き
り
伝
え
ま
し
ょ
う

　

い
つ
、
ど
こ
で
、
何
を
し
て
、
ど
ん

な
症
状
が
あ
る
の
か
を
、
正
確
に
伝
え

て
、
健
康
保

険
が
使
え
る

の
か
を
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

「
療
養
費
支
給
申
請
書
」
は
患
者
本
人

が
署
名
、
押
印
を

　

整
骨
院
な
ど
で
施
術
を
受
け
た
際
に

署
名
を
求
め
ら
れ
る
「
療
養
費
支
給
申

請
書
」
は
、
患
者
が
柔
道
整
復
師
な
ど

に
委
任
を
し
て
、
本
人
に
代
わ
っ
て
治

療
費
を
保
険
者
に
請
求
し
、
支
払
い
を

受
け
る
た
め
に
必
要
な
書
類
で
す
。
委

任
欄
に
記
入
す
る
際
は
、
傷
病
名
、
日

数
、
金
額
を
よ
く
確
認
し
、
原
則
患
者

本
人
が
自
筆
で
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
首
の
負
傷
な
ど
に
よ
り
自
筆
で
き

な
い
場
合
は
代
筆
で
も
可
能
で
す
が
、

そ
の
場
合
は
押
印
が
必
要
で
す
。

　

白
紙
の
用
紙
に
署
名
を
し
た
り
、
印

鑑
を
渡
し
た
り
す
る
の
は
、
誤
っ
た
請

求
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

領
収
書
を
必
ず
も
ら
い
ま
し
ょ
う

　

帯
広
市
が
定
期
的
に
送
付
す
る
医
療

費
通
知
の
金
額
な
ど
に
相
違
が
あ
っ
た

場
合
は
、
国
保
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
領
収
書
は
、
医
療
費
控
除

を
受
け
る
と
き
に
も
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
大
事
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、
医
師

の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

長
期
の
施
術
を
受
け
て
も
改
善
が
み

ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
内
科
的
要
因
も

考
え
ら
れ
る
の
で
、
医
師
の
診
察
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
３
８
）

　
施
術
に
掛
か
る
費
用
は
、
内
容
に
応
じ
て
国
民
健
康
保
険
な
ど
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。
健
康
保
険
が
使
え
る
範
囲
を
、
柔
道
整

復
師
や
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
な
ど
に
よ
く
相
談
し
て
、
適
切
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　帯広市では、柔道整復・はり・きゅうなどにかかる「療養費支
給申請書」の内容点検と施術内容の照会を行っています。
　全国的に不適切な医療費請求が一部で見受けられます。適正
な医療費の支払いに調査が必要と判断したときには、電話また
は文書で負傷原因や治療日数・内容などを聞き取る場合があり
ます。照会の手紙が届いたら、回答に協力をお願いします。

 　整骨院・接骨院など
で治療したときは、負傷
部位、施術内容、施術年
月日を記録して、領収書
を保管してください。

※皆さんからの回答結果は、この目的以外に利用することはありません。

治療記録・領収書は
必ず保管してください

受診内容などの照会に
ご協力ください

長引いているし

病院に行くか…
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国
保
制
度
を
支
え
る
保
険
料

　

今
年
度
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
（
国

保
）
の
運
営
が
都
道
府
県
単
位
と
な
り

ま
し
た
。
北
海
道
が
全
道
の
医
療
費
を

推
計
し
て
、
必
要
な
額
を
各
市
町
村
に

納
付
金
と
し
て
配
分
し
、
市
町
村
は
配

分
さ
れ
た
納
付
金
分
を
保
険
料
と
し
て

集
め
、
北
海
道
に
納
付
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
納
付
金
を
納
付
す
る
た
め

の
重
要
な
財
源
で
す
。
国
保
制
度
を
安

定
的
に
運
営
す
る
た
め
に
、
保
険
料
は

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

早
期
未
納
解
消
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

国
保
料
の
納
付
は
、
６
月
か
ら
３
月

ま
で
の
毎
月
で
す
。

　

帯
広
市
で
は
、
納
付
忘
れ
や
未
納
放

置
が
多
額
の
滞
納
に
つ
な
が
ら
な
い
よ

う
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
電

話
に
よ
る
納
付
予
定
の
確
認
や
早
期
納

付
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

保
険
料
を
滞
納
す
る
と

　

保
険
料
が
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ

な
い
場
合
は
、
督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。

　

督
促
状
発
送
後
、
文
書
や
電
話
で
の

催
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
納
付
や
相
談
が

な
い
場
合
は
、
預
金
・
生
命
保
険
・
給

与
な
ど
の
財
産
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

納
付
す
る
支
払
い
能
力
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
催
告
に
応
じ
な
い
、
納

付
の
約
束
を
守
ら
な
い
、
完
納
の
見
込

み
が
な
く
滞
納
額
が
増
え
続
け
る
な
ど

の
場
合
は
、
滞
納
処
分
（
差
し
押
さ
え
）

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
未
納
期
間
や

金
額
に
応
じ
て
延
滞
金
が
発
生
し
ま
す
。

滞
納
処
分
の
取
り
組
み

　

市
で
は
負
担
の
公
平
性
を
維
持
す
る

た
め
に
、
滞
納
処
分
を
強
化
し
て
滞
納

額
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
滞
納
処
分
は
法
律
に
基
づ
き
、
本

人
に
事
前
の
了
承
を
得
ず
に
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

国
保
の
納
付
義
務
者
は
世
帯
主
で
す
︒

世
帯
主
が
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
て
も
、
家
族
の
誰
か
が
国
保
に
加
入

し
て
い
る
と
き
は
、
世
帯
主
が
滞
納
処

分
の
対
象
と
な
り
ま
す
︒

滞
納
が
続
く
と

保
険
証
の
有
効
期
間
が
短
縮

　

通
常
、
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
の

有
効
期
間
は
１
年
間
で
、
有
効
期
間
が

終
わ
る
前
に
、
国
保
課
か
ら
新
し
い
有

効
期
間
の
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
滞
納
が
一
定
期
間
続
い
た

場
合
に
は
、
保
険
証
の
有
効
期
間
が
半

年
に
な
り
、
保
険
料
の
納
付
相
談
後
、

窓
口
交
付
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

保
険
証
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
も

　

滞
納
が
長
期
間
続
き
、
納
付
相
談
も

な
い
場
合
に
は
、
保
険
証
を
返
還
し
て

も
ら
う
か
、
更
新
を
停
止
し
た
上
で
、

保
険
証
の
代
わ
り
に
被
保
険
者
資
格
証

明
書
（
資
格
書
）
を
交
付
し
ま
す
。 

　

資
格
書
が
交
付
さ
れ
る
と
、
病
院
に

支
払
う
医
療
費
を
い
っ
た
ん
全
額
自
己

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
支
払
っ

た
医
療
費
は
、
申
請
す
る
こ
と
で
７
〜

９
割
の
医
療
給
付
分
を
返
還
し
ま
す
。

こ
の
と
き
、
返
還
額
か
ら
未
納
の
保
険

料
を
差
し
引
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
保
に
加
入
・
脱
退
す
る
場
合
は

届
け
出
が
必
要
で
す

　

国
保
に
加
入
・
脱
退
す
る
場
合
は
、

異
動
日
か
ら
14
日
以
内
に
国
保
課
へ
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
国
保
へ
の
加

入
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
保
険
料
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
他
の
保
険
に
加
入
し
て
も
、
自
動

で
国
保
を
脱
退
し
た
こ
と
に
は
な
ら
ず

保
険
料
の
請
求
が
続
い
て
し
ま
う
の
で
、

必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
︒

国
保
に
加
入
す
る
と
き

①
他
の
市
町
村
で
国
保
に
加
入
し
て
い

た
人
が
帯
広
市
に
転
入
し
た
と
き

②
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

③
職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
、
ま
た
は

扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き

④
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

　

手
続
き
に
は
、
窓
口
に
来
る
人
の
印

鑑
と
本
人
確
認
書
類
、
世
帯
主
と
対
象

者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の
の

ほ
か
、
①
②
は
戸
籍
住
民
課
に
提
出
し

た
住
民
異
動
届
の
控
え
、
③
は
勤
め
先

な
ど
が
発
行
す
る
健
康
保
険
資
格
喪
失

証
明
書
※
、
④
は
保
護
廃
止
決
定
通
知

書
が
必
要
で
す
。

国
保
を
脱
退
す
る
と
き

⑤
帯
広
市
か
ら
転
出
す
る
と
き

⑥
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
、
ま
た
は

被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き

⑦
生
活
保
護
を
受
け
た
と
き

　

手
続
き
に
は
、
国
保
の
保
険
証
、
窓

口
に
来
る
人
の
印
鑑
と
本
人
確
認
書
類
、

世
帯
主
と
対
象
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

分
か
る
も
の
の
ほ
か
、
⑤
は
戸
籍
住
民

課
に
提
出
し
た
住
民
異
動
届
の
控
え
、

⑥
は
新
し
い
保
険
証
※
ま
た
は
健
康
保

険
資
格
取
得
証
明
書
※
、
⑦
は
保
護
開

始
決
定
通
知
書
が
必
要
で
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
情
報
連
携
に

よ
り
省
略
可
能
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
国
保
課
給
付
係
（
☎
65
・

４
１
３
８
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
の
任
意
継
続

　

一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
、
退
職

後
20
日
以
内
に
手
続
き
を
す
れ
ば
、
退

職
後
も
引
き
続
き
職
場
の
健
康
保
険

（
国
民
健
康
保
険
組
合
を
除
く
）
に
加

入
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
加
入

し
て
い
た
職
場
の
健
康
保
険
の
担
当
窓

口
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
料
は

納
期
限
ま
で
に
必
ず
納
付
を

安
定
的
な
国
保
制
度
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

国
保
課
保
険
料
係
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
３
９
）

　
国
民
健
康
保
険
料
（
国
保
料
）
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
の
医
療
費
の
支
払
い
に
充
て
る
貴
重
な
財

源
で
す
。
国
保
料
は
、
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　日中に相談が困難な場合は、
国保課で毎週火曜日の夜間相談
窓口（20 時まで）と、毎月最終
日曜日の休日相談窓口（８時 45
分～17時30分まで）を開設して
いるので、ご利用ください。

夜間・休日相談窓口を
開設しています

納期限までに保険料が支払えない
ときは相談してください

　災害や失業、病気、その他の事由で保険料
の納付が困難なときは、一定の条件を満たす
と、保険料の減免などを受けられることがあ
ります。
　また、他の事情で納期限までに納付が困難
なときは、具体的な完納計画を提示いただい
た上で、一時的な分割納付などができます。
　納付に困ったら、滞納したまま放置せず
早めに相談してください。

還付金詐欺に
注意してください！

　口座振替は、保険料が各納期限に自動的に
引き落とされるので納め忘れの心配がありま
せん。ぜひ、口座振替をご利用ください。

＜キャッシュカードで簡単手続き＞
　国保課窓口で、キャッシュカードと暗証番
号により簡単に口座振替の手続きができます。
　詳細は、国保課に問
い合わせください。

対象金融機関
帯広信用金庫・北海道
銀行・北洋銀行・ゆう
ちょ銀行　

　帯広市では、保険料や医療費の還付金につい
ては必ず文書で通知しています。市職員を装っ
て、電話で「医療費や保険料が返ってくるので、
ATM へ行くように」と言われたら、それは詐
欺です。医療費や保険料などの還付金がATM
で支払われることは絶対にありません。

　このような電話は、
お金をだまし取る「特
殊詐欺（還付金詐欺）」
です。帯広警察署（☎
25・0110）に相談して
ください。

国保の保険料納付は口座振替で
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結
婚
・
出
産
に
関
わ
ら
ず
仕
事
を
継
続

し
て
欲
し
い
と
い
う
事
業
所
が
約
７
割

を
占
め
る
も
の
の
、
家
庭
に
お
け
る
家

事
・
育
児
・
介
護
な
ど
の
役
割
分
担
や
、

育
児
・
介
護
施
設
が
十
分
に
整
備
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
、
女
性
の
継
続
雇
用

を
困
難
に
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
事

業
所
が
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。（
図

３
②
、
③
）

　

育
児
や
介
護
な
ど
で
離
職
し
た
女
性

従
業
員
に
対
す
る
、
再
雇
用
制
度
を
設

け
て
い
る
事
業
所
は
６
・
９
％
、
慣
習

と
し
て
行
っ
て
い
る
が
、
明
文
化
し
て

い
な
い
事
業
所
が
12
・
6
％
と
少
な
い

上
、
再
雇
用
制
度
が
な
く
、
今
後
も

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

事
業
所
意
識
調
査
結
果

男
性
も
女
性
も
協
力
し
て
、
働
き
や
す
い
社
会
を
目
指
す

帯
広
市
の
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
取
り
組
み

　

帯
広
市
で
は
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
、
男
女
が
共
に
生
き
る
こ
と

の
で
き
る
社
会「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

の
実
現
に
向
け
て
、
平
成
22
年
３
月
に

策
定
し
た
「
お
び
ひ
ろ
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
」
を
基
に
、
啓
発
活
動
や
育
児

支
援
体
制
の
充
実
な
ど
の
取
り
組
み
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

事
業
主
に
求
め
ら
れ
る

職
場
環
境
づ
く
り

　

平
成
29
年
10
月
に
「
改
正
育
児
・
介

護
休
業
法
」
が
施
行
さ
れ
、
育
児
休
業

期
間
の
延
長
や
、
事
業
主
は
育
児
目
的

休
暇
制
度
を
創
設
し
、
対
象
者
に
育
児

休
業
な
ど
の
制
度
を
周
知
・
勧
奨
す
る

よ
う
に
努
め
る
こ
と
な
ど
が
規
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

事
業
主
に
は
、
働
く
人
が
積
極
的
に

制
度
を
活
用
で
き
る
職
場
環
境
と
雰
囲

気
づ
く
り
、
柔
軟
な
働
き
方
を
支
援
す

る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

事
業
所
の
意
識
調
査
を
実
施

　

今
回
、
職
場
で
の
男
女
共
同
参
画
の

実
態
を
調
査
し
、
男
女
が
共
に
働
き
や

す
い
環
境
づ
く
り
の
施
策
へ
の
今
後
の

参
考
と
す
る
た
め
に
、
平
成
19
年
度
、

24
年
度
に
続
き
、
３
回
目
の
事
業
所
意

識
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

◆
調
査
基
準
日　

平
成
29
年
10
月
１
日

◆
調
査
対
象

　

従
業
員
５
人
以
上
の
市
内
に
所
在
す

る
事
業
所
１
６
６
３
社

◆
調
査
内
容

⑴
仕
事
と
家
庭　

両
立
支
援

⑵
女
性
の
活
用

⑶
退
職
し
た
女
性
の
再
雇
用
制
度

⑷
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

⑸
男
女
が
共
に
活
躍
で
き
る
職
場
の
実

現
◆
回
収
数
（
回
収
率
）

　

４
３
６
社
（
26
・
４
％
）

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
傾
向

　

平
成
24
年
度
調
査
時
と
比
較
す
る
と
、

就
業
規
則
な
ど
に
、
育
児
休
業
制
度
、

介
護
休
業
制
度
を
規
定
し
て
い
る
事
業

所
は
ど
ち
ら
も
増
加
し
ま
し
た
。（
図
１
）

　

し
か
し
な
が
ら
、
育
児
・
介
護
休
業

を
有
給
で
取
得
で
き
る
事
業
所
は
ま
だ

少
な
く
、
制
度
利
用
者
も
大
半
が
女
性

と
い
う
の
が
現
状
で
す（
図
２
）。
制
度

の
定
着
に
は
、
休
業
中
の
代
替
要
員
の

確
保
が
必
要
と
い
う
回
答
が
６
割
を
超

え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。（
図
３
①
）

　

女
性
従
業
員
に
い
つ
ま
で
働
き
続
け

て
欲
し
い
と
思
う
か
と
の
問
い
に
は
、

制
度
化
は
未
定
と
い
う
事
業
所
が
56
・

2
％
と
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
女
性
の
再
雇
用
制
度
を
設

け
て
い
る
事
業
所
の
理
由
で
は
、
優
秀

な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
が
69
・
4
％
、

労
働
力
不
足
へ
対
応
す
る
た
め
が
48
・

2
％
と
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
関
し
て
は
、
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
で
事
業
主
に
対
策
を
義
務
付
け
て

い
る
も
の
の
、
約
５
割
の
事
業
所
で
具

体
的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ま
だ
対
策
が
不
十
分
な
事
業
所
が
多
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。（
図
３
④
）

　

事
業
所
に
お
け
る
男
女
が
共
に
活
躍

で
き
る
職
場
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
意
欲
・
能
力
の
あ
る

女
性
を
人
事
面
で
評
価
す
る
こ
と
や
、

男
女
共
に
家
事
や
子
育
て
に
参
加
し
や

す
く
す
る
よ
う
、
労
働
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
必
要
と
回
答
し
た
事
業
所
が
あ

り
ま
し
た
（
図
３
⑤
）。
多
く
の
事
業

所
で
、
男
女
が
共
に
活
躍
で
き
る
職
場

の
実
現
に
向
け
、
改
善
意
識
を
持
っ
て

い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

「
男
女
共
同
」
で

社
会
の
変
化
に
対
応
す
る

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
社
会
の
進

展
、
共
働
き
世
帯
の
増
加
な
ど
社
会
が

大
き
な
変
化
を
迎
え
る
中
で
、
仕
事
と

育
児
・
介
護
の
両
立
な
ど
は
重
要
な
課

題
で
す
。

　

そ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
に
は
、

長
時
間
労
働
を
見
直
し
て
、
男
女
共
に

働
き
続
け
る
こ
と
や
、
父
親
も
子
育
て

が
で
き
る
働
き
方
を
実
現
す
る
な
ど
、

今
ま
で
以
上
に
男
性
と
女
性
が
協
力
し

合
い
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
る
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
へ
の

助
成

　

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
や
環
境
を

整
備
し
て
、
働
く
人
の
や
る
気
を
支
援

す
る
こ
と
は
、
企
業
に
と
っ
て
も
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

国
で
は
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
に
取

り
組
む
事
業
主
に
対
し
て
、
一
定
の
要

件
の
も
と
両
立
支
援
助
成
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
子
育
て
応
援
事
業
所
に
登

録
し
、
育
児
休
業
を
取
得
し
た
労
働
者

を
雇
用
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
子
育

て
応
援
事
業
所
促
進
奨
励
金
を
支
給
す

る
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
働
き
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
、
こ
れ
ら

の
制
度
を
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
や
パ
ワ

ハ
ラ
に
悩
ん
で
い
る
人
は
、
市
民
相
談

室
（
市
庁
舎
１
階
）
に
て
、
市
民
労
働

相
談
の
日
（
毎
週
火
曜
日
、
13
時
〜
15

時
）
を
開
設
し
て
い
る
の
で
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　

国
の
両
立
支
援
助
成
金
の
詳
細
は
、

北
海
道
労
働
局
や
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
の
子
育
て
応
援
事
業
所
の
詳
細

と
登
録
は
子
育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、

☎
25
・
９
７
０
０
）、子
育
て
応
援
事
業

所
促
進
奨
励
金
、
市
民
労
働
相
談
の
日

に
つ
い
て
は
工
業
労
政
課
（
市
庁
舎
7

階
、
☎
65
・
４
１
６
８
）
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
推
進
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
３
４
）

　
職
場
で
の
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
や
、
男
女
の
不
平
等
な
扱
い
を
な
く
し
て
い
く
た
め
に
、
事
業
所
の
意
識
や

就
労
実
態
を
調
査
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

※②を除く各設問は複数回答可とし、回答事業所数に対するそれぞれの項目の割合を取りまとめたものです。

図１  育児・介護休業を規定している事業所の割合

検 索帯広市男女共同参画に関する事業所意識調査

育児休暇
0
10
20
30
40
50
60

介護休暇
H24年度 H29年度

42.4%42.4%

56.2%56.2%

36.5%36.5%
47.9%47.9%

（%）

育児休業規定あり 介護休業規定あり
有給の事業所 11.8％ 7.7％

過去１年間に制度利用者がいる事業所数 57社 ９社
利用状況 ９割以上が女性 すべて女性

①今後、育児・介護休業制度を定着させる
　ために必要と思われるもの

④セクハラについてどのような取り組みを
　行っているか

⑤男女が共に活躍できる職場の実現に
　向けた事業所の取り組み

②女性従業員にいつまで働き続けて
　欲しいと思うか

③女性の継続した雇用を困難にしている
　要因

⑴休業中の代替要員の確保…………………… 68.1％
⑵休業中の賃金補償……………………………… 46.1％
⑶制度を利用しやすい雰囲気づくり……… 32.8％

⑴特にない…………………………………………… 47.5％
⑵セクハラがあってはならない旨の方針を明確にし、
　周知している……………………………………… 29.1％
⑶セクハラ行為者を厳正に対処する旨の方針及びその
　内容を就業規則などに規定し、周知している… 25.0％

⑴意欲・能力のある女性を人事面で評価する
　………………………………………………………… 57.8％
⑵労働時間の短縮など、男女共に家事・子育てに
　参加しやすくする……………………………… 40.8％
⑶男女共に育児・介護休業を取得しやすくし、
　休業後の復帰を保障する…………………… 37.6％

⑴結婚・出産にかかわらず、ずっと仕事を継続して
　ほしい… …………………………………………… 69.0％
⑵再雇用制度を利用し育児が一段落してから
　復職してほしい… ……………………………… 10.8％
⑶出産するまで働いてほしい…………………… 6.2％

⑴家事・育児・介護など、女性の負担が大きい…64.4％
⑵育児・介護施設が十分に整備されていない
　………………………………………………………… 44.5％
⑶雇用条件・就労環境などを十分に整備できない
　………………………………………………………… 39.0％

図３　意識調査の結果（各回答上位三つ）

図２　育児・介護休業制度の利用状況
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エコパチャレンジ「防災の体験をしよう」　いろいろな遊びを通して「防災体験」「野外力体験」をしましょう。小学３年生以下は保護者同伴。　日９
月２日（日）、10 時～15 時　場問十勝エコロジーパーク（音更町十勝川温泉南 18、☎32・6780）

検 索帯広市  認知症ガイドブック

検 索帯広市  市民まちづくりアンケート

認知症カフェ一覧

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
帯
広
市

の
住
み
ご
こ
ち
や
、
ま
ち
づ
く
り
に
ど

の
よ
う
な
実
感
を
持
っ
て
い
る
か
を
調

査
す
る
た
め
、
毎
年
度
「
市
民
ま
ち
づ

く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
20

歳
以
上
の
市
民
４
５
０
０
人
の
う
ち
、

２
１
７
６
人
（
回
収
率
48
・
４
パ
ー
セ

ン
ト
）
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

８
割
以
上
が「
住
み
や
す
い
」と
回
答

　

帯
広
市
は
「
住
み
や
す
い
」
ま
た
は

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
住
み
や
す
い
」

と
回
答
し
た
人
を
合
わ
せ
る
と
、
82

パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。（
表
１
）

　

ま
た
、
今
後
も
帯
広
市
に
「
住
み
続

け
た
い
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は

76
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
い
ず
れ
も
高

企
画
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４
１
０
５
）

市
民
の
皆
さ
ん
の

ま
ち
づ
く
り
の
実
感

問
い
合
わ
せ

市
民
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
２
）

皆
さ
ん
が
感
じ
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
感
度

　

ま
ち
づ
く
り
の
実
感
に
関
す
る
50
項

目
の
質
問
の
う
ち
、
お
い
し
い
水
道
水

や
安
全
で
良
質
な
農
畜
産
物
の
生
産
、

消
防
・
救
急
活
動
に
関
す
る
項
目
な
ど

は
、
高
い
実
感
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
や

商
店
街
な
ど
の
に
ぎ
わ
い
、
高
度
な
教

育
を
受
け
る
た
め
の
環
境
に
関
す
る
項

目
な
ど
は
、
実
感
度
が
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。（
表
３
）

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
用

　

集
計
し
た
実
感
度
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
自
由
記
載
欄
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
し

て
い
き
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
詳
細
な
集
計
結
果
は
、

市
庁
舎
や
各
コ
ミ
セ
ン
、
川
西
・
大
正

支
所
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

行
っ
て
み
よ
う

認
知
症
カ
フ
ェ

市
内
11
カ
所
の
認
知
症
カ
フ
ェ

高
齢
者
福
祉
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
４
５
）

　
市
で
は
、認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、「
認

知
症
カ
フ
ェ
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

で
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
開
催
し
て
い

ま
す
。
参
加
費
な
ど
の
詳
細
は
、
各
認

知
症
カ
フ
ェ
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

認
知
症
の
こ
と
が
分
か
る

「
認
知
症
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

　

も
し
も
自
分
や
家
族
が
認
知
症
に

な
っ
た
と
き
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ

い
か
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
か
ご

存
じ
で
す
か
。

　

認
知
症
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
認
知
症

の
早
期
発
見
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
や
、
症
状
の
進
行
に
合
わ
せ
、
い
つ
・

ど
こ
で
・
ど
の
よ
う
な
医
療
や
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
の
か
が
一

目
で
わ
か
る
「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
課
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
※
な
ど
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

※
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
よ
う
に
支
援
す
る
身
近
な
相
談

窓
口
で
、
市
内
に
８
カ
所
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で

認
知
機
能
が
低
下
し
、
日
常
生
活
や
社

会
生
活
に
支
障
が
で
て
い
る
状
態
の
こ

と
で
す
。
認
知
症
は
、
誰
も
が
な
る
可

能
性
の
あ
る
身
近
な
病
気
で
す
。

誰
も
が
気
軽
に
集
え
る
場
所

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」

　

認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
人
や

家
族
、
地
域
の
人
な
ど
誰
で
も
参
加
で

き
、
交
流
で
き
る
場
所
で
す
。

　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
参
加
者
同
士

が
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
楽
し
く
過
ご
し

た
り
、
情
報
交
換
が
で
き
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
に
は
、
認
知
症
に
つ
い
て

知
識
の
あ
る
専
門
職
や
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
が
い
て
、
認
知
症
に
関
す
る
悩
み

な
ど
を
相
談
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
日
々
の
生
活
に
役
立
つ
内
容

や
認
知
症
に
関
す
る
ミ
ニ
講
話
の
ほ
か
、

手
作
り
お
や
つ
の
提
供
な
ど
、
各
会
場

表３　実感度について
順位 実感度が高い項目（上位三つ）

1 おいしい水道水が、いつでも安心し
て利用できる

2 安全で良質な農畜産物が生産され、
農業に活気がある

3 消火活動や救急活動が迅速に行われ
ている

順位 実感度が低い項目（下位三つ）

48 大学や専修学校など、高度な教育を
受けることができる環境が整っている

49 商店や商店街に活気がある

50 中心市街地に魅力とにぎわいがある

住み続けたい
76.2%

住み続けたい
76.2%

できれば他の
市町村に
移りたい
8.1%

できれば他の
市町村に
移りたい
8.1%

どちらとも
いえない
15.7%

どちらとも
いえない
15.7%

どちらかといえば
住みにくい  3.5%
どちらかといえば
住みにくい  3.5%

住みにくい
1.2%

住みにくい
1.2%

住みやすい
37.2%

住みやすい
37.2%

どちらかといえば
住みやすい
44.8%

どちらかといえば
住みやすい
44.8%

どちらとも
いえない
13.3%

どちらとも
いえない
13.3%

表１
住みごこちについて

表２
定住意識について

和やかな雰囲気で交流できる

カフェ名 住所 開催日時 電話番号

c
カフェ

afé  天使のひろば 西５南30、特別養護老
人ホーム帯広至心寮

毎週１回（曜日不定）
10時～12時、14時～16時

☎24・9572、
☎22・5060

ふれあい喫茶
しらかば 白樺16東５ 毎月第３金曜日

13時～15時 ☎35・8930

喫茶
フォーユー

西16北１、ケアハウス
そうび苑

毎月１回（曜日不定）
13時30分～15時 ☎36・2088

カフェ  えるむ 西22南１、にれの木 毎月第２日曜日
14時～16時 ☎66・5111

ハートサウンズ
オレンジカフェ

西18南３、ハートサウ
ンズもりクリニック

毎月最終火曜日
14時～15時30分

（事前予約制）
☎38・3301

オレンジカフェ・
ささえ愛

緑ヶ丘８、コムニの里
みどりヶ丘

毎月第３木曜日
13時30分～15時 薔0120・331・891

カフェ  えん 大正町西１、特別養護
老人ホーム太陽園

毎月15日頃
10時30分～11時30分、
13時30分～15時30分

☎64・5570

にこにこカフェ 西５南39、北のお好み
焼きいづみ

毎月第２水曜日
13時30分～15時

（８月、12月、１月は休み）
☎090・6260・7158

なんもなんも
カフェ

西17南28、老人ホーム
普仁園・愛仁園

毎月第４水曜日
13時～15時 ☎48・3311

なんもなんも
カフェ

西24南１、地域密着型
介護老人福祉施設あい
じえん西帯広

毎月第３土曜日
13時～15時 ☎61・1800

杜
もり

の出逢い 大空町３、地域密着型介
護老人福祉施設杜のそら

毎月第４日曜日
13時30分～15時

☎090・3898・2900、
☎47・4857
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国
内
最
大
級
の
大
会
で
、

ラ
リ
ー
の
醍だ

い
ご醐
味み

が
味
わ
え
る

　

今
年
も
、
北
愛
国
交
流
広
場
を
拠
点

に
、
十
勝
管
内
各
地
を
ラ
リ
ー
カ
ー
が

疾
走
し
ま
す
。
ラ
リ
ー
北
海
道
は
、
今

年
で
17
回
目
と
な
り
昨
年
は
国
内
外
か

ら
66
台
が
参
加
し
ま
し
た
。
総
距
離
は
、

約
１
０
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
大
会

規
模
は
、
国
内
最
大
級
で
す
。

開
催
日　

９
月
14
日
㈮
〜
16
日
㈰

場
所　

北
愛
国
交
流
広
場
ほ
か

開
催
市
町
村　

帯
広
市
、
音
更
町
、
本

別
町
、
足
寄
町
、
陸
別
町

各
種
イ
ベ
ン
ト
同
時
開
催

　

開
催
期
間
中
は
、
家
族
や
友
人
と
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
開
催
予
定
。

▼
ラ
リ
ー
北
海
道 

食
祭

　

十
勝
産
食
材
が
中
心
の
屋
台
が
集
合
。

▼
コ
ン
サ
ー
ト

　

札
幌
の
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ズ
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
。

国
内
最
大
規
模
の

国
際
ラ
リ
ー
大
会

ラ
リ
ー
北
海
道
2
0
1
8

十
勝
管
内
在
住
者
は
お
得
に
観
戦

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
販
売
中

　

十
勝
管
内
在
住
者
に
限
り
、前
売
り

観
戦
チ
ケ
ッ
ト
を
１
２
０
０
円
（
通
常

２
０
０
０
円
）で
販
売
し
て
い
ま
す
。ぜ

ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

販
売
場
所　

十
勝
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

（
西
２
南
12
、帯
広
駅
エ
ス
タ
東
館
２
階
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集（
随
時
）

　

競
技
運
営
の
準
備
な
ど
に
参
加
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
緒
に
ラ
リ
ー
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

Ｊ
Ｒ
帯
広
駅
一
帯
が

「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
タ
ウ
ン
」
に

　

十
勝
産
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
や
加

工
品
を
販
売
す
る
店
、
地
元
学
生
に
よ

る
店
舗
、
食
育
ブ
ー
ス
な
ど
１
３
４
店

が
出
店
し
ま
す
。
ま
た
、
ピ
ザ
作
り
な

ど
の
各
種
体
験
も
で
き
ま
す
。

　

駅
北
側
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
十
勝
で

活
動
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
の
演

奏
を
、
と
か
ち
プ
ラ
ザ
内
の
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
ダ
ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

　

会
場
周
辺
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
公
共
交
通
機
関
に
よ
る
来
場
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

路
線
バ
ス
の
無
料
乗
車
券
を

差
し
上
げ
ま
す

　

十
勝
バ
ス
、
拓
殖
バ
ス
で
運
行
す
る

十
勝
管
内
の
路
線
バ
ス
で
来
場
し
た
人

に
、
会
場
内
で
復
路
の
無
料
乗
車
券
を

差
し
上
げ
ま
す
。（
無
料
乗
車
券
の
配

布
は
、
往
路
乗
車
時
に
乗
車
証
明
書
が

発
行
さ
れ
た
人
に
限
り
ま
す
。
乗
車
証

明
書
の
発
行
が
必
要
な
人
は
、
バ
ス
乗

務
員
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
）

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

　

会
場
と
帯
広
競
馬
場
を
結
ぶ
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
１
日
㈯
、
２
日
㈰
に

運
行
し
ま
す
。（
図
）

　

競
馬
場
南
側
臨
時
無
料
駐
車
場
は
、

国
際
ラ
リ
ー
支
援
歓
迎
実
行
委
員
会
（
西
２
南
12
、
帯
広
駅
エ
ス

タ
内
、
☎
22
・
８
６
０
０
）、
観
光
課
（
市
庁
舎
７
階
、
☎
65
・
４
１
６
９
）

問
い
合
わ
せ

公式フェイスブック公式ホームページ

と
か
ち
マ
ル
シ
ェ
運
営
協
議
会
事
務
局
（
西

３
南
９
、
帯
広
商
工
会
議
所
内
、
☎
25
･
7
1
2
1
）、
観

光
課
（
市
庁
舎
7
階
、
☎
65
･
4
1
6
9
）

十
勝
最
大
の
食
の
祭
典

　
十
勝
の
豊
か
な
食
材
を
使
っ
た
料
理
が
テ
ー
マ
の
、
作
る

人
と
食
べ
る
人
の
出
会
い
の
場「
と
か
ち
マ
ル
シ
ェ
」を
J
R

帯
広
駅
周
辺
で
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

と
か
ち
マ
ル
シ
ェ検 索とかちマルシェ

秋の味覚と音楽を楽しみませんか

検 索ラリー北海道
大迫力のレースを観戦しよう

※SS：「スペシャルステージ」でラリー
カーのレースを観戦できます。
※開催スケジュールの詳細は、ラリー
北海道ホームページをご覧ください。
※スケジュールは予告なく、変更にな
る場合があります。

会場 日　時
９月14日（金）
  15時45分～ ラリーショー
  16時45分～ セレモニースタート
  17時37分～ ラリースタート
  18時～ ＳＳ１（無料）

９月15日（土）
  ６時～ ラリースタート
  17時53分～ ＳＳ９（有料）

９月16日（日）
  ５時～ ラリースタート
  14時41分～ ＳＳ15（有料）
（ＪＡＦ全日本ラリー選手権のみ）

セレモニーフィニッシュ（表彰式）
  15時９分～
  ＪＡＦ全日本ラリー選手権
  18時15分～
  ＦＩＡアジア・パシフィック
  ラリー選手権

９月15日（土）
17時頃～ 沿道応援

北
愛
国
サ
ー
ビ
ス
パ
ー
ク
&
Ｓ
Ｓ
Ｓ
サ
ミ
ー
サ
ツ
ナ
イ

（
北
愛
国
交
流
広
場
）

平
原
通

（
藤
丸
前
）

表　対象駐車場と収容台数
図 駐車場名 台数 住所
❶ アクセス 29 44 西２南９
❷ 都通りパーキング 53 西３南９
❸ サクラ駐車場 47 西２南８
❹ くるまちゃんパーキング 30 西３南 10
❺ パーキング 1.11 40 西１南 11
❻ 大通 10 パーキング 62 大通南 10
❼ コアラパーキング 26 西１南 10
❽ 帯広モータープール 200 西３南８
❾ 帯広駅北地下駐車場 200 西２南 12
筐 帯広駅南駐車場 25 西３南 13
筺 マルキチパーキング 24 西２南９

帯広
競馬場

さかえ
公園

市民文化
ホール

白樺通

無料シャトル
バス乗り場
無料シャトル
バス乗り場

無料シャトル
バス乗り場
無料シャトル
バス乗り場

とかちプラザ
会場

会場

図書館

ＪＲ帯広駅

ホテル日航
ノースランド帯広

北
洋
銀
行

西
５
条

西
４
条

西
３
条

西
２
条

西
１
条

臨時無料駐車場
（1日（土）、９時30分～19時
  2日（日）、9時30分～17時）

帯広駅北地下駐車場
（６時～翌０時30分）

帯広駅南駐車場（24時間）

9

10

11
1

2

8
3

5
7
6

4

市庁舎南側来庁者
用無料駐車場
（1日（土）、2日（日）、
 ９時～22時）

図  イベント関連駐車場

２日（日）９時から帯広調理師専門学校（東10南13）で「とかちマルシェ料理甲子園」開催！

ダイニング
カフェエリア

Myとかち
地産地消エリア
こだわりの
食材エリア

グルメ
キャンパス
駅南グルメ&
フードエリア

グルメ&フードエリア
食の体験エリア
キッチンカー
ストリート

17時
～21時
10時
～21時 10時～18時10時～18時 10時～18時

10時～16時10時～16時 10時～16時 10時～16時

8/31（金）

9/1（土）

9/2（日）

中
央
分
離
帯
が
あ
っ
て
右
折
進
入
で
き

ま
せ
ん
。
白
樺
通
を
東
か
ら
西
方
面
に

進
ん
で
左
折
で
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

運
行
時
間
▽
９
月
１
日
㈯
、
９
時
40
分

〜
18
時
、
２
日
㈰
、
９
時
40
分
〜
16
時
、

い
ず
れ
も
20
分
間
隔
で
運
行

会
場
周
辺
で
使
え
る
共
通
駐
車
券
を
配
布

　

１
日
㈯
、
２
日
㈰
に
、
帯
広
駅
南
北

の
市
営
駐
車
場
を
含
め
た
11
カ
所
の
有

料
駐
車
場（
表
）で
使
え
る
１
０
０
円
分

の
駐
車
券
を
配
布
し
ま
す
。
会
場
内
本

部
で
駐
車
券
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
庁
舎
南
側
の
来
庁
者
駐
車
場

は
、
と
か
ち
マ
ル
シ
ェ
来
場
者
向
け
に

１
日
㈯
、
２
日
㈰
に
開
放
し
ま
す
。

平成 30 年度道営住宅随時入居者募集　詳細は問い合わせください。　申問エーワンホーム（西８南 13、☎22・2013）へ。
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第 43 回「十勝マイナー校」　田村佳生氏（十勝品質事業協同組合）をゲストに迎え、「羊 AI 記 / 羊乳チーズ」をテーマに講演します。　日９月９日（日）、
15 時～17 時　場とかちプラザ（西４南 13）　問北海道シープ・ブリーディング・サービス代表福井（☎42・5195）

　

過
日
、
松
崎
町
の
長
嶋
町
長
が
来
ら

れ
た
時
、
勉
三
が
開
拓
の
祖
と
し
て
帯

広
で
慕
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
ず
い
ぶ

ん
驚
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。地
元
で
は
、

依
田
家
は
豪
農
と
し
て
有
名
で
す
が
、

三
男
坊
が
北
海
道
に
渡
っ
た
こ
と
は
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

町
長
の
話
を
伺
い
な
が
ら
、
私
た
ち
に

と
っ
て
勉
三
と
は
ど
う
い
う
存
在
な
の

か
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

明
治
初
期
、
資
金
と
小
作
人
を
集
め
、

鉄
道
も
道
路
も
な
い
未
開
の
十
勝
野
を

開
墾
し
、
畑
作
、
酪
農
、
バ
タ
ー
や
澱で
ん

粉ぷ
ん

の
製
造
販
売
な
ど
、
次
々
と
新
し
い

事
業
に
挑
ん
だ
勉
三
。
そ
の
多
く
が
結

果
と
し
て
失
敗
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

最
後
ま
で
こ
の
地
に
と
ど
ま
っ
た
の
は

な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

彼
は
、
人
が
気
付
い
て
い
な
い
も
の

に
目
を
向
け
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
価
値

を
創
り
出
す
こ
と
に
夢
中
に
な
れ
る
生

粋
の
起
業
家
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

事
業
自
体
は
成
功
し
な
か
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
先
が
見
え
な
い
「
こ
と
」

や
「
も
の
」
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
情
熱
や
姿
勢
、
最
後
ま
で
諦
め
な
い

意
地
を
、
私
た
ち
は
精
神
的
な
財
産
と

し
て
、
受
け
継
い
で
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

勉
三
は
、
亡
く
な
る
前
に
、
病
床

で
「
晩
成
社
に
は
何
も
残
ら
ぬ
。
し
か

し
、
十
勝
野
に
は
…
」
と
言
葉
を
切
ら

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
遠
く
離
れ

た
松
崎
町
で
生
ま
れ
た
男
が
、
広
大
な

十
勝
平
野
の
開
拓
に
挑
戦
し
、
苦
難
の

道
の
り
を
歩
み
続
け
た
末
に
、
ど
の
よ

う
な
想
い
を
抱
い
て
最
期
を
迎
え
た
の

か
、
言
葉
に
な
ら
な
か
っ
た
部
分
を
想

像
し
て
み
た
く
な
り
ま
す
。

　

勉
三
が
、
伝
え
た
か
っ
た
も
の
は
何

な
の
か
、
節
目
の
年
に
、「
十
勝
野
に

は
…
」
に
続
く
言
葉
を
、
皆
さ
ん
が
つ

く
り
、
完
成
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

皆
さ
ん
は
、
桜
餅
を
包
む
「
葉
っ
ぱ
」

を
食
べ
る
派
で
し
ょ
う
か
、
食
べ
な
い

派
で
し
ょ
う
か
。
開
拓
姉
妹
都
市
の
松

崎
町
は
、
桜
葉
の
生
産
量
日
本
一
を
誇

っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
が
桜
葉
で
イ

メ
ー
ジ
す
る
の
は
桜
餅
だ
と
思
い
ま
す

が
、
そ
ば
や
パ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
食

品
に
使
用
さ
れ
、
海
外
に
も
輸
出
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

松
崎
町
と
は
、
昭
和
53
年
に
姉
妹
都

市
を
締
結
し
、
子
ど
も
親
善
訪
問
団
の

相
互
派
遣
な
ど
の
交
流
を
続
け
て
い
ま

す
。
今
年
、
40
周
年
を
迎
え
、
９
月
６

日
か
ら
は
、
私
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
松

崎
町
を
訪
問
し
、
伝
統
文
化
や
開
拓
の

歴
史
に
触
れ
る
記
念
行
事
に
参
加
す
る

予
定
で
す
。

　

伊
豆
松
崎
町
で
生
ま
れ
た
依
田
勉
三

が
、
明
治
16
年
、
晩
成
社
を
率
い
て
十

勝
・
帯
広
に
開
拓
の
鍬く
わ

を
入
れ
た
こ
と

は
、
帯
広
で
は
誰
も
が
知
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
ふ
る
さ
と
で
の
知
名
度
は
か
な

り
異
な
る
よ
う
で
す
。 “開拓”

姉妹都市40周年の節目に

夢かなうまち

 おびひろ

帯広市長　米沢 則寿

市長コラム

悩
ん
だ
時
は

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
そ
う

Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教
室

健
康
推
進
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・

９
７
２
１
）

　
市
で
は
、
若
者
が
一
人
で
悩
ま
ず
、
自
ら
考
え
行
動
し
活
躍
し
て
い
く
た
め

に
必
要
な
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
を
伝
え
る
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

こ
と
も
で
き
な
く
な
り
、
生
き
る
選
択

肢
が
な
く
な
っ
て
、
追
い
つ
め
ら
れ
て

の
結
果
で
す
。
実
際
に
は
、
自
殺
者
数

の
何
倍
も
の
若
者
が
、
悩
み
を
抱
え
な

が
ら
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
誰
か
に
悩
み
を
相
談
す
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
異
変
に
気
付
い
た

周
囲
も
声
を
掛
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教
室
」と
は

　

若
者
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
や
、

一
人
で
解
決
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と

に
直
面
し
た
時
に
、
自
ら
考
え
、
解
決

に
向
け
行
動
す
る
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
市
で
は
皆
さ
ん
が
集
う
場
に
職
員

が
出
向
き
、
不
安
や
悩
み
へ
の
対
処
方

法
な
ど
を
学
ぶ
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教

室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
全
国
で
は
「
命
は
大
切
」
と

伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
生
き
て
い
く

上
で
必
要
に
な
る
実
践
的
な
能
力
を
身

に
付
け
る
教
育
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
他
の
地
域
に
先
行
し
て
教

室
を
実
施
し
、
若
者
の
生
き
る
こ
と
へ

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

見
守
る
大
人
も
理
解
が
必
要

　

Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教
室
は
、
若
者
だ

け
に
限
定
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

若
者
か
ら
の「
困
っ
た
」「
助
け
て
」「
相

談
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を
受
け
止
め

る
大
人
た
ち
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
に
小
さ
な
声
で
も
、
声
に
な

ら
な
い
よ
う
な
思
い
で
あ
っ
て
も
、
周

り
の
大
人
が
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ま
ず
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

学
校
や
企
業
な
ど
の
団
体
の
ほ
か
、

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
も
実
施
で
き
ま

す
。
対
象
者
の
年
齢
や
人
数
、
実
施
場

所
な
ど
に
合
わ
せ
て
内
容
を
考
え
て
い

き
ま
す
。
職
員
の
派
遣
費
用
は
掛
か
り

ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
は
健
康
推
進
課
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
々
の
生
活
の
中
に
は
、
進
路
や
受

験
の
悩
み
、
職
場
の
人
間
関
係
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
が
存
在

し
ま
す
。

　

悩
み
を
抱
え
た
時
に
、「
こ
ん
な
話
を

し
て
面
倒
く
さ
い
と
思
わ
れ
た
ら
嫌
だ

な
」「
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
の
か
分
か

ら
な
い
」
と
考
え
、
一
人
で
悩
ん
だ
り
、

誰
に
も
話
す
こ
と
が
で
き
ず
に
苦
し
い

思
い
を
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

毎
年
、
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
て

い
る
若
者
が
い
る

　

近
年
、
帯
広
市
の
自
殺
者
数
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す（
図
）。
し
か
し
、
20

歳
未
満
の
若
者
の
自
殺
者
数
は
変
わ
っ

て
お
ら
ず
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
29

年
度
ま
で
の
６
年
間
で
、
９
人
が
自
殺

に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
は
、
自
分
だ
け
で
は
ど
う
す
る

検 索帯広市  生きるを支える

60

50

40

30

20

10

0

（人）

（年度）
H24

3333

H25

5252

H26

4747

H27

3737

H28

4343

H29

2525

図　帯広市の自殺者数

ＳＯＳの出し方教室と
は何か、ストレスの原
因について学びます。

自分がつらくなったとき、どんな反応をする
のか振り返りながら考え、グループで話し
合います。

事例をもとにロールプレーイングを行い
ながら、実際の場面での話し掛け方や聴
き方、その時の気持ちを学びます。

「ＳＯＳ出し方教室」の実施例
（50分の場合）

◆導入（10分）

◆ワーク①（15分）

◆ワーク②（25分）
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秋
は
、
キ
ノ
コ
採
り
な
ど
で
野
山
に

立
ち
入
る
人
も
多
く
、
ヒ
グ
マ
と
の
接

触
が
多
く
な
る
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　

野
山
は
ヒ
グ
マ
の
生
息
域
で
あ
る
と

い
う
心
構
え
を
持
ち
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
注
意
看
板
な
ど
で

ヒ
グ
マ
の
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ヒ
グ
マ
と
出
会
わ
な
い
た
め
に

　

ヒ
グ
マ
は
本
来
、
極
力
人
間
を
避
け

て
行
動
し
ま
す
が
、
私
た
ち
の
方
か
ら

近
づ
か
な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

ヒ
グ
マ
を
引
き
寄
せ
な
い
た
め
に

　

人
間
が
出
す
生
ご
み
は
ヒ
グ
マ
に

と
っ
て
ご
ち
そ
う
で
す
。

　

一
度
、
そ
の
味
を
覚
え
た
ヒ
グ
マ
は

エ
サ
を
求
め
て
繰
り
返
し
人
里
に
現
れ

る
よ
う
に
な
り
、
人
間
と
の
接
触
事
故

国民年金保険料後納制度　国民年金保険料は、納付期限から２年を越えると納めることができませんが、平成 30 年９月までは過去５年以内の納め忘
れた保険料を、申請することで納めることができる後納制度があります。詳細は問い合わせください。  問帯広年金事務所（西１南１、☎25 ･8113）

リ
サ
イ
ク
ル
を

楽
し
む

秋
は
ヒ
グ
マ
の

出
没
に
注
意
！

秋
の
リ
サ
イ
ク
ル
ま
つ
り

八
千
代
・
拓
成
・
岩
内
方
面
に
多
く
生
息

清
掃
事
業
課
（
西
24
北
４
、
☎
37
・
２
３
１
１
）

農
村
振
興
課
（
市
庁
舎
7
階
、
☎
65
・
4
1
7
3
）

　
９
月
30
日
～
10
月
29
日
は
秋
の
ご
み
減
量
・
資
源
化
促
進
月
間
で
す
。
そ
の
皮
切

り
と
し
て
、
不
用
品
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
ヒ
グ
マ
の
生
態
や
、
野
山
で
出
会
っ
た
り
、
引
き
寄
せ
た
り
し
な
い
た
め
の
方
法
、

出
会
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
の
対
処
法
を
知
り
、
ヒ
グ
マ
と
の
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

各
種
ブ
ー
ス
で
楽
し
め
る

▼
青
空
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

不
用
に
な
っ
た
衣
類
・
日
用
品
な
ど

の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
出
店
希

望
者
は
、
当
日
８
時
か
ら
会
場
で
受
け

付
け
ま
す（
出
店
無
料
）。
な
お
、
薬
品

類
・
食
料
品
の
販
売
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
古
布
・
古
着
回
収

　

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
シ
ー
ツ
な
ど

を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
た
と
き
に
、
確
実

に
身
を
守
る
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
番
大
事
な
こ
と
は
ヒ
グ
マ
と
出
会

の
古
布
・
衣
料
品
を
回
収
し
ま
す
。
汚

れ
の
ひ
ど
い
も
の
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
、
布

団
な
ど
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

▼
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
基
材
無
料

配
布
（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

　

少
な
い
費
用
で
生
ご
み
か
ら
堆
肥
が

作
れ
る
、「
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」

の
基
材
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

▼
ご
み
収
集
車
の
展
示

　

乗
車
体
験
や
記
念
撮
影
が
で
き
ま
す
。

▼
ご
み
分
別
ク
イ
ズ

　

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
リ
サ
イ

ク
ル
忍
者
わ
け
す
け
」
と
ご
み
の
分
別

ク
イ
ズ
を
行
い
ま
す
。
参
加
賞
も
あ
る

の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
野
菜
市

　

生
産
者
が
新
鮮
な
地
場
農
産
物
を
販

売
し
ま
す
。

▼
食
べ
物
の
販
売
コ
ー
ナ
ー

　

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
や
綿
あ
め
、
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

　

こ
の
他
、
新
聞
紙
で
エ
コ
バ
ッ
グ
作

り
を
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
や
、
紙
飛

行
機
教
室
な
ど
、
親
子
で
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
を
多
数
行
い
ま
す
。

わ
な
い
こ
と
で
す
が
、
も
し
出
会
っ
て

し
ま
っ
た
ら
次
の
よ
う
な
行
動
が
有
効

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
注
意
が
必
要
な
地
域

　

八
千
代
・
拓
成
・
岩
内
方
面
で
は
、

ヒ
グ
マ
の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

八
千
代
町
や
拓
成
町
で
は
目
撃
情
報

も
多
く
な
っ
て
お
り
、
岩
内
町
の
林
道

で
は
ヒ
グ
マ
の
ふ
ん
も
多
数
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
市
街
地
で
も
ヒ

グ
マ
の
足
跡
が
確
認
さ
れ
、
出
没
範
囲

が
広
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

戸と
っ
た蔦
別べ
つ

川
で
の
釣
り
や
、
防
風
林
や

森
林
内
で
の
キ
ノ
コ
採
り
を
さ
れ
る
際

は
、
遭
遇
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

十
分
に
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ご
み
分
別
ク

イ
ズ
な
ど
、
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク

ル
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。
当
日
会
場
へ
直

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
30
日
㈰
、９
時
〜
12
時（
雨

天
中
止
）

場
所　

北
愛
国
交
流
広
場（
愛
国
町
10
）

ごみの分別にチャレンジ

フリーマーケットでリサイクル

ごみ収集車に乗ってみよう

236

38 至音更

至広尾

北愛国交流広場北愛国交流広場

北斗
病院

学園通

弥生通

愛国大橋

清流大橋

札
内
川

帯
広
駅

　「都市鉱山か らつくる！みんなのメ
ダルプロジェクト」に協力するため、
家庭で不用になったデジカメやビデ
オレコーダーなどの小型家電（帯 広市
が指定した16 品目）と、パソコン・
携帯電話の回収を行います。（ブラウ
ン管のモニターは回収できません）

品目の詳細や
注意点などを掲載

2020年実施、東京オリンピック・
パラリンピックのメダルをリサイ
クル金属で作ろう！

使用済み小型家電を回収します

使用済み小型家電回収

みんなのメダルプロジェクト

検 索

検 索

帯広市  小型家電

帯広市  メダルプロジェクト

←公式ホーム
　ページ

帯広市募集
ページ→

・
日
の
出
、
日
没
時
な
ど
の
薄
暗
い

時
間
帯
は
野
山
に
立
ち
入
ら
な
い

・
単
独
で
は
な
く
複
数
人
で
行
動
す
る

・
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る
も
の

の
携
行
、
大
声
で
話
す
な
ど
、
人

間
の
存
在
を
ヒ
グ
マ
に
知
ら
せ
る

・
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
の
死
骸
を
見
つ
け
た

ら
、
速
や
か
に
そ
の
場
を
離
れ
る

・
ヒ
グ
マ
の
ふ
ん
や
足
跡
、
臭
い
な
ど

異
変
を
感
じ
た
ら
直
ち
に
引
き
返
す

・
収
穫
後
の
農
作
物
や
、
家
庭
か
ら

出
た
生
ご
み
を
野
外
に
放
置
し
た

り
、
庭
先
の
果
物
を
放
置
し
な
い

・
山
林
な
ど
に
、
に
お
い
の
強
い
食

べ
物
を
持
参
し
な
い

・
弁
当
や
飲
み
物
な
ど
の
食
べ
残
し

容
器
は
必
ず
持
ち
帰
る

　
※
土
中
に
埋
め
て
も
い
け
ま
せ
ん

・
冷
静
な
状
況
判
断
の
た
め
に
、
ま

ず
は
「
落
ち
着
く
」

・
大
声
を
上
げ
た
り
、
走
っ
て
逃
げ

た
り
、
石
を
ぶ
つ
け
た
り
し
て
ヒ

グ
マ
を
刺
激
し
な
い

・
至
近
距
離
の
場
合
、
ゆ
っ
く
り
両

腕
を
上
げ
て
姿
を
大
き
く
見
せ
、

ヒ
グ
マ
の
目
を
見
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
と
後
退
す
る

大きさ  体重は雄で 150～400 キロ、雌で 100～
200 キロ程度。
暮らし  極力人間を避けて、やぶの中などに隠れ

て行動することが多い。早朝や夕方に比較的活
発に歩き回る。
特 徴  聴力に優れ、音

に敏感で、嗅覚も非常に
発達している。また、逃
げるものを追い掛ける習
性があり、時速 50キロ
程度で走る事ができる。

クマの前足
（提供：北海道猟友会帯広支部会員）

クマのふん（平成29年
５月美栄町にて撮影）

クマの足跡（北海道環境生活部環
境局生物多様性保全課ＨＰより）

人の足

クマの前足

クマの後足

ヒグマってどんな動物？
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相
談
を
利
用
し
て
子
ど
も
を
理
解

　

子
ど
も
に
困
っ
た
行
動
が
見
ら
れ
た

ら
、
家
族
や
先
生
、
各
相
談
機
関
な
ど

と
、
子
ど
も
の
事
を
じ
っ
く
り
考
え
る

時
間
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
相
談
す
る

こ
と
や
発
達
検
査
の
結
果
で
、
気
が
付

か
な
か
っ
た
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

子
ど
も
の
行
動
を
見
直
す
こ
と
で
、

行
動
の
理
由
や
受
け
取
り
方
、
成
長
や

努
力
も
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
子

ど
も
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
今
で
き
る

こ
と
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

「
つ
な
ぐ
っ
と
」
の
活
用

　

発
達
に
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
や
、

障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
保
護
者
が
、
子

ど
も
の
状
況
や
、
必
要
な
配
慮
を
記
入

し
、
情
報
を
保
管
す
る
も
の
が
、「
帯

広
市
生
活
支
援
フ
ァ
イ
ル
つ
な
ぐ
っ

と
」
で
す
。
保
護
者
が
子
ど
も
の
情
報

を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
、
関
係
機
関

に
相
談
す
る
時
な
ど
に
活
用
す
る
と
子

ど
も
の
状
況
を
ス
ム
ー
ズ
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
課
、
こ
ど
も
課
（
市
庁

舎
３
階
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

大学通信教育秋期合同入学説明会　大学 20 校、大学院７校、短大６校の教職員が講義内容や学習方法などの相談を受けます。　対高校生以上　日９
月２日（日）、11 時～16 時　場アスティ45 ビル（札幌市中央区北４西５）　問私立大学通信教育協会（☎03・3818・3870）

子
ど
も
の
発
達
と
子
育
て

こ
ど
も
発
達
相
談
室

農
政
課
（
川
西
町
基
線
61
、
☎
59
・
２
３
２
３
）

子
育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・

９
７
０
０
）

　
食
材
の
こ
と
、
郷
土
料
理
の
こ
と
、
食
の
栄
養
に
関
す
る
こ
と
。
食
育
推
進

サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
は
、
食
に
関
す
る
学
び
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
に
は
悩
み
が
つ
き
も
の
で
す
が
、
発
達
に
心
配
の
あ
る
子
ど
も
の
中
に
は
、

日
常
生
活
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
な
い
子
も
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
誰
か
に
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

「
食
」に
関
す
る
学
び
の
機
会
に

サ
ポ
ー
タ
ー
を
活
用
く
だ
さ
い

　

作
物
を
育
て
る
技
術
、
郷
土
料
理
の

作
り
方
、
栄
養
・
健
康
の
こ
と
な
ど
、

食
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
や
知
識

を
持
つ
個
人
、
企
業
、
グ
ル
ー
プ
が
食

育
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
に
登
録
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
か
ら
依
頼
内
容
に
適
し
た

サ
ポ
ー
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
移
動
石
窯
を
使
っ
た
ピ

ザ
作
り
教
室
や
、
食
と
農
業
に
関
す
る

講
演
の
開
催
、
農
作
物
の
収
穫
体
験
な

せ
ら
れ
ま
し
た
。　

　

子
ど
も
の
困
っ
た
行
動
の
原
因
を
探

り
な
が
ら
、
子
ど
も
や
家
庭
の
状
況
に

合
わ
せ
て
、
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
一

緒
に
考
え
る
、
身
近
な
相
談
窓
口
と
し

て
利
用
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

ど
の
活
動
依
頼
が
あ
り
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
１
５
９
４
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
「
食
の
大
切
さ
を
子
ど
も
に
知
っ
て

ほ
し
い
」「
栄
養
相
談
に
の
っ
て
ほ
し

い
」
な
ど
、
食
に
関
し
て
学
ん
で
み
た

い
と
考
え
て
い
る
人
は
、
食
育
推
進
サ

ポ
ー
タ
ー
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

原
則
、
費
用
は
無
料
で
す
が
、
材
料

費
な
ど
の
実
費
は
依
頼
者
の
負
担
と
な

り
ま
す
。
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
細
は
、

農
政
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
も
食
育
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー

に
登
録
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

食
育
活
動
の
推
進
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
個
人
・
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

食
育
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
を
理

解
し
、
協
力
い
た
だ
け
る
人
は
、
ぜ
ひ
、

サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
登
録
を
検
討
く
だ
さ

い
。
登
録
し
た
人
の
食
育
活
動
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

　

登
録
を
希
望
す
る
場
合
は
、
農
政
課

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
食
」を
学
ぶ　

　

毎
日
、
何
気
な
く
口
に
す
る
食
べ
物
。

一
年
中
お
店
で
売
っ
て
い
る
野
菜
に
も
、

栄
養
た
っ
ぷ
り
の
旬
の
時
期
が
あ
る
事

や
、
店
頭
に
並
ぶ
ま
で
の
過
程
を
知
っ

て
い
ま
す
か
。

　

食
育
と
は
、
食
べ
る
こ
と
や
食
べ
物

へ
の
関
心
を
高
め
、
正
し
い
知
識
や
情

報
を
選
択
す
る
力
を
身
に
付
け
、
生
涯

に
わ
た
り
健
全
な
食
生
活
を
実
践
で
き

る
人
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

「
食
」
の
プ
ロ
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

市
で
は
、
食
育
活
動
を
広
め
る
た
め
、

学
校
や
町
内
会
な
ど
の
地
域
の
要
望
に

応
じ
て
、
食
育
の
専
門
家
な
ど
を
講
師

と
し
て
紹
介
す
る
「
食
育
推
進
サ
ポ
ー

タ
ー
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
図
）

　

帯
広
市
に
は
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も

の
発
達
や
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
生

活
に
関
す
る
相
談
窓
口
と
し
て
「
こ
ど

も
発
達
相
談
室
」
が
あ
り
ま
す
。
平
成

24
年
度
に
開
設
し
て
か
ら
６
年
が
経
過

し
、
昨
年
度
は
４
８
０
件
の
相
談
が
寄

学
ぼ
う

﹁
食
﹂の
こ
と

食
育
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業

図　食育推進サポーター事業の
流れ

石窯を使った
ピザ作り教室。
十勝産食材に
こだわりました。

食育推進サポーターの活動例

ＪＡかわにし青年
部による長いも収
穫体験。長いもは
どのように収穫さ
れるか知っていま
すか。

とかちマルシェ（６頁参照）に食育推進ＰＲブースを
出展します。ぜひお越しください。

　つなぐっと記入方法の説明や、
保護者同士の情報交換を行いま
す。託児は相談してください。
日時　９月 20 日（木）、
　　　10 時～ 11 時 30 分
場所　保健福祉センター（東８南 13）
申し込み　９月 14 日（金）までに、こども発達相
談室へ。

◆対　　象／ 18 歳未満の子どもの保護者
◆受付日時／月～金曜日（祝日、年末年始除く）、
　　　　　　８時 45 分～17 時 30 分
◆場　　所／保健福祉センター（東８南 13）

例えば

①時間の把握が苦手な子どもには、寝るまでのスケジュールを決め、
「これが終わったら寝よう」と予告して気持ちを切り替えていく。

②子どもが感情的になっても、できるだけ冷静に対応し、指示を繰
り返す。他の場面で子どもが少しでもできたことを見逃さずに「で
きたね」と確認してほめる。

つなぐっとの説明会

☎25・9700
こども発達相談室

こんな相談があります

　子どもが、夜なかな
か寝付かず、翌朝ボーっ
として動きません。
　出掛ける時間が迫り
叱ると、子どもが「う
るさい！今日は行かな
い！」といって物を投げ
るので困っています。

検 索帯広市食育推進サポーター事業

まずは
相談してください

　どの家庭でも朝の支度
は大変ですが、発達障害
があると心と体のコント
ロールがうまくいかず、
保護者も子どももつらく
なります。子どもに合う
対応の仕方を一緒に考え
ましょう。
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知っていますか？建退共制度　建設業の事業主が、建設現場の労働者が働いた日数に応じた掛け金（日額 310 円）を支払い、その労働者が建設業界で働くこと
を辞めたときに、建退共が退職金を支払う退職金制度です。詳細は問い合わせください。　問勤労者退職金共済機構建退共北海道支部（☎ 011・261・6186）

イ
ベ
ン
ト

第
17
回「
女（
ひ
と
）と
男（
ひ
と
）

の
一
行
詩
」
作
品
展
と
一
般
投
票

　

男
女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
に
募
集
し

た
一
行
詩
の
作
品
展
示
と
、
入
賞
作
品

を
決
め
る
一
般
投
票
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
、
９
月
１
日
㈯
～
26
日
㈬
ま

で
投
票
可
能
。

問
男
女
共
同
参
画
推
進
課
（
市
庁
舎
３

階
、
☎
65
・
４
１
３
４
）

第
22
回
プ
ラ
ザ
ま
つ
り

　

書
道
、
俳
句
な
ど
の
作
品
展
、
お
茶

会
、
ダ
ン
ス
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
ヨ
ガ
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
、
子
ど
も
が
体
験
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
食
の
コ
ー
ナ
ー
な

ど
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
お
祭
り
。

日
９
月
１
日
㈯
、
２
日
㈰
、
10
時
～
17

時
（
２
日
㈰
は
16
時
ま
で
）

場
問
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
、
☎

22
・
７
８
９
０
）

「
あ
つ
ま
れ
♪
秋
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

お
は
な
し
会
」

問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４
７

０
０
）

　

帯
広
図
書
館
友
の
会
お
ひ
さ
ま
に
よ

る
、
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
、

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど
を
行
う
。

①
動
物
園
会
場
（
緑
ケ
丘
２
）　

日
９
月
２
日
㈰
、
11
時
～
11
時
40
分

②
児
童
会
館
会
場
（
緑
ケ
丘
２
）　

日
10
月
14
日
㈰
、
11
時
～
11
時
40
分

③
図
書
館
会
場
（
西
2
南
14
）

日
11
月
３
日
㈷
、13
時
30
分
～
14
時
10
分

女
性
の
た
め
の

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　

女
性
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
、

女
性
の
人
権
擁
護
委
員
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
厳
守
。

日
９
月
５
日
㈬
、
13
時
～
15
時
30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
（
東
５

南
９
、
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局
内
、

☎
24
・
５
８
５
３
）

担
当
課
男
女
共
同
参
画
推
進
課

帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
の

イ
ベ
ン
ト

　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

場
申
問
８
月
25
日
㈯
～
各
開
催
日
の

前
日
ま
で
に
、
電
話
で
帯
広
の
森
・
は

ぐ
く
ー
む
（
南
町
南
９
線
49
、
☎
66
・

６
２
０
０
）
へ
。

◆
森
の
生
き
物
講
座
（
草
花
編
）

　

伊い

東と
う

捷か
つ

夫お

氏
（
伊
東
応
用
植
物
研
究

所
）
を
講
師
に
、
イ
ネ
科
植
物
の
見
分

け
方
や
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
。

日
９
月
８
日
㈯
、
９
時
30
分
～
12
時

定
先
着
10
人

◆
森
の
生
き
物
講
座
（
昆
虫
編
）

　

森
に
生
息
す
る
ア
リ
の
生
態
な
ど
に

つ
い
て
学
ぶ
。

日
９
月
８
日
㈯
、
13
時
～
15
時

定
先
着
10
人

◆
森
の
寺
子
屋
～
火
の
巻
～

　

た
き
ぎ
集
め
、
火
お
こ
し
、
た
き
火

で
パ
ン
作
り
な
ど
に
挑
戦
す
る
。

対
小
学
生

日
９
月
15
日
㈯
、
10
時
～
15
時

定
先
着
15
人

￥
３
０
０
円

◆
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

帯
広
の
森
の
見
ど
こ
ろ
を
巡
り
な
が

ら
、
秋
の
森
の
園
路
を
歩
く
。

日
９
月
29
日
㈯
、
10
時
～
12
時

定
先
着
30
人

◆
四
季
の
森
め
ぐ
り
～
秋
～

　

秋
の
花
や
実
、
種
な
ど
を
観
察
し
な

が
ら
森
を
歩
く
。
散
策
の
後
は
森
巡
り

を
振
り
返
る
お
茶
会
を
開
催
。

日
9
月
30
日
㈰
、
９
時
30
分
～
12
時

定
先
着
30
人

￥
１
０
０
円

と
か
ち
帯
広
空
港
「
空
の
日
」

記
念
事
業
航
空
ま
つ
り
２
０
１
８

　

空
港
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
、
大
型
消
防

車
・
道
警
ヘ
リ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
、
味
覚
と
地
場
産
品
コ
ー
ナ
ー

や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
。

日
９
月
９
日
㈰
、
10
時
～
15
時　

場
と
か
ち
帯
広
空
港

問
空
港
事
務
所
（
泉
町
西
９
線
、
と
か

ち
帯
広
空
港
内
、
☎
64
・
５
３
２
０
）

大
人
の
た
め
の

「
ほ
の
ぼ
の
お
は
な
し
会
」

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
で
、
朗
読

や
絵
本
を
楽
し
む
会
。
９
月
は
「
帯
広

朗
読
研
究
会
な
す
の
会
」
に
よ
る
朗
読

会
。

日
９
月
11
日
㈫
、
11
時
～
30
分
程
度

場
問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４

７
０
０
）

児
童
会
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
問
児
童
会
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・

２
４
３
４
）

◆
親
と
子
の
エ
ン
ジ
ョ
イ
将
棋

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
９
月
８
日
㈯
、
10
時
～
12
時

◆
親
子
囲
碁
入
門
教
室

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
９
月
９
日
㈰
、
10
時
～
12
時

◆
親
子
科
学
実
験
教
室
「
よ
く
走
る
モ

ー
タ
ー
自
動
車
」

　

モ
ー
タ
ー
の
力
で
走
る
工
作
自
動
車

を
作
る
。

対
小
学
３
～
６
年
生
と
保
護
者

日
９
月
16
日
㈰
、
①
13
時
30
分
～
14
時

30
分
、
②
14
時
40
分
～
15
時
40
分

◆
き
ら
き
ら
人
形
劇
場

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
人

形
劇
。

日
９
月
16
日
㈰
、
14
時
～
15
時

◆
星
の
観
察
会
「
火
星
と
秋
の
星
座
を

み
よ
う
～
や
ぎ
座
の
近
く
の
惑
星
を
み

つ
け
よ
う
！
～
」

　

星
空
解
説
と
天
体
観
察
。
天
候
不
良

時
は
星
空
解
説
の
み
。

日
９
月
21
日
㈮
、18
時
45
分
～
20
時
30
分

◆
親
子
お
も
し
ろ
教
室「
エ
コ
ー
マ
イ
ク
」

　

本
物
そ
っ
く
り
に
声
が
響
く
マ
イ
ク

を
作
る
。

対
幼
児
、
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
９
月
22
日
㈯
、９
時
30
分
～
11
時
30
分

定
先
着
50
人

森
の
交
流
館
・
十
勝
の
イ
ベ
ン
ト

場
問
森
の
交
流
館
･
十
勝
（
西
20
南
６
、

☎
34
・
０
１
２
２
）

◆
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ー
ク（
マ

ダ
ガ
ス
カ
ル　

こ
こ
に
し
か
い
な
い
生

き
物
た
ち
！
）

　

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
出
身
の
帯
広
畜
産
大

学
留
学
生
が
、
自
国
の
文
化
や
動
植
物
、

自
然
環
境
な
ど
を
紹
介
。

対
中
学
生
以
上

日
９
月
15
日
㈯
、
18
時
30
分
～
20
時

◆
キ
ッ
ズ
・
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

歌
や
絵
本
な
ど
を
通
じ
て
、
外
国
文

化
に
触
れ
ら
れ
る
遊
び
の
場
。
テ
ー
マ

は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
。

対
６
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者
。
兄

姉
も
参
加
可
能

日
9
月
22
日
㈯
、
10
時
～
11
時
30
分

第
３
６
２
回
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

山
口
千
那
・
や
ま
な
み
笛
の
会「
篠
笛
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
９
月
29
日
㈯
、
17
時
30
分
～
18
時
45

分場
問
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎

24
・
５
３
５
２
）

市役所代表
☎ 24・4111、ＦＡＸ23・0151
市役所本庁舎業務時間
月～金曜日 8時45分～17時30分
帯広市ホームページ
http://www.city.obihiro.hokkaido.jp/

　申し込み方法など、特に記載がない
場合は、参加無料ですので当日会場へ
直接お越しください。
　詳細は各問い合わせ先に確認してく
ださい。

（施設ごとに業務時間が異なります）

往復はがきなど
「申込時の記載事項」

①イベント・教室名
　（希 望する日時・曜日・コースなど）
②住所（郵便番号も）
③氏名（ふりがな）
④電話番号
⑤生年月日（スポーツの教室のみ）
⑥性別
⑦年齢（高校生以下は学校名・学年、
　年中、年長なども）
⑧保護者氏名（小学生以下の場合）
⑨返送先（往復はがきの場合）
特に記載のない申し込みは、申込期限
必着で１人（組）１通。直接窓口で申し
込む場合は、返信用のはがきをお持ち
ください。

お知らせ
9月

帯広市からの

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員
￥＝費用　申＝申し込み　問＝問い合わせ
☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール
HP＝ホームページ

お知らせの見方

Information

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

書道部によるパフォーマンス書道

場　所 日　時

とかち
プラザ

（西４南 13）

９月１日（土）
～26 日（水）
９時～20 時

図書館
（西２南 14）

９月12 日（水）
～19 日（水）
10 時～20 時

（最終日は16時まで）

市民ホール
（市庁舎１階）

９月20 日（木）
～26 日（水）
10 時～19 時

（最終日は16時まで）

優しい口調で朗読してくれます
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第１回帯広少年院施設見学会 & 講演会　少年院の見学会と「依存症の謎を解く～二重洗脳のからくり」をテーマに講演会などを行います。　日９月１
日（土）、９時 30 分～12 時　定先着 100 人　場申問前日までに、帯広少年院（緑ケ丘３、☎24・5787）へ。

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

平
成
30
年
度
帯
広
市
戦
没
者

追
悼
式

　

戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
人
を
追
悼
し
、

平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
。

日
９
月
21
日
㈮
、
11
時
～
12
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
社
会
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４

１
４
６
）講

座
・
教
室

百
年
記
念
館
の
講
座
・
教
室

場
申
問
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、

各
申
込
期
間
に
、
電
話
で
百
年
記
念
館

（
〒
080
･

0846
緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・
５
３

５
２
）
へ
。

◆
博
物
館
講
座
「
お
び
ひ
ろ
の
遺
跡
語

り
～
八
千
代
Ａ
遺
跡
の
巻
」

　

八
千
代
Ａ
遺
跡
の
調
査
・
研
究
の
昔

と
今
を
紹
介
。
申
し
込
み
不
要
。

日
９
月
１
日
㈯
、
14
時
～
16
時

◆
古
文
書
教
室

　

榎
本
洋
介
氏
（
札
幌
市
公
文
書
館
）

を
講
師
に
、
地
域
の
歴
史
を
知
る
上
で

役
立
つ
、
初
心
者
を
対
象
に
し
た
教
室
。

日
９
月
８
日
㈯
、
14
時
～
17
時
、
９
日

㈰
、
10
時
～
12
時
、
全
２
回

定
先
着
40
人

申
込
期
限
９
月
７
日
㈮

◆
博
物
館
講
座
「『
ア
イ
ヌ
語
で
自
然

か
ん
さ
つ
図
鑑
』
の
ひ
み
つ
」

　

図
鑑
の
中
に
忍
ば
せ
た
「
ひ
み
つ
」

を
紹
介
す
る
。
申
し
込
み
不
要
。

日
９
月
22
日
㈯
、
14
時
～
16
時

◆
博
物
館
で
学
ぶ
連
続
講
座
「
十
勝
の

古
文
書
を
読
む
」

　

晩
成
社
の
史
料
な
ど
、
十
勝
に
残
さ

れ
た
史
料
を
読
み
な
が
ら
、
古
文
書
の

仕
組
み
を
学
び
、
歴
史
を
読
み
解
く
。

日
９
月
30
日
㈰
、
10
月
７
日
㈰
、
21
日

㈰
、
11
月
４
日
㈰
、
全
４
回
、
14
時
～

16
時

定
先
着
20
人

申
込
期
間
９
月
1
日
㈯
～
28
日
㈮

◆
平
成
30
年
度
後
期
陶
芸
講
座

　

講
師
は
森
学ま
な
ぶ

氏
。（
陶
芸
家
）

対
十
勝
管
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
初
心

者日
10
月
２
日
～
翌
年
２
月
26
日
の
第

１
・
３
火
・
水
曜
日
、
全
18
回
、
10
時

～
15
時

定
抽
選
36
人

￥
１
万
円
（
材
料
費
別
途
）

申
９
月
１
日
㈯
～
20
日
㈭
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
10
頁
）
を
書
い
て
、
百
年
記
念
館
へ
。

◆
楽
し
く
デ
ッ
サ
ン
教
室

　

金
色
の
扇
型
色
紙
に
絵
を
描
い
て
、

楽
し
み
な
が
ら
絵
画
を
学
ぶ
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
小
学
４
年
生
以
上

日
10
月
６
日
～
27
日
の
土
曜
日
、
全
４

回
、
13
時
30
分
～
15
時
30
分

定
先
着
20
人

￥
５
０
０
円

申
込
期
間
９
月
１
日
㈯
～
20
日
㈭

市
民
大
学
講
座

対
15
歳
以
上

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

申
問
９
月
８
日
の
特
別
講
座
を
除
く

各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
、
生
涯
学
習

課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４
１
９
２
）

へ
。
特
別
講
座
を
除
く
未
就
学
児
（
２

歳
以
上
）
の
託
児
希
望
者
は
、
各
開
催

日
の
一
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み
。

◆
第
14
集
「
人
生
１
０
０
年
時
代
を
見

据
え
、
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
！
～
ロ

コ
モ
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
を
防
ぐ
た
め
に

～
」

　

小こ

わ

だ
和
田
淳じ
ゅ
ん
こ子
氏
（
帯
広
厚
生
病
院 

保

健
師
）
を
講
師
に
、
誰
で
も
簡
単
・
手

軽
に
で
き
る
運
動
を
学
び
、
健
康
寿
命

の
延
伸
に
つ
な
げ
る
。

日
９
月
５
日
㈬
、 

14
時
～
15
時
30
分

定
先
着
50
人

◆
特
別
講
座「【
と
か
ち
プ
ラ
ザ
指
定
管

理
者
自
主
事
業
】防
災
収
納
セ
ミ
ナ
ー
」

　

徳
本
里り

え栄
氏
（
防
災
備
蓄
収
納
プ
ラ

ン
ナ
ー
協
会
認
定
講
師
）
を
講
師
に
、

東
日
本
大
震
災
の
経
験
談
か
ら
、
防
災

意
識
の
大
切
さ
を
学
ぶ
。
未
就
学
児
は

親
子
室
を
案
内
。

日
９
月
８
日
㈯
、
14
時
～
15
時
30
分

定
先
着
３
５
０
人

￥
一
般
１
０
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無

料
、
当
日
券
は
５
０
０
円
増
し
。
チ
ケ

ッ
ト
は
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

な
ど
で
販
売
。

◆
第
15
集
「
十
勝
歴
史
秘
話
」

　

嶺み
ね

野の

侑す
す
む

氏
（
元
帯
広
市
議
会 

議
長
）

を
講
師
に
、
世
界
的
な
物
理
学
者
、
中な
か

谷や

宇う

吉き
ち

郎ろ
う

が
立
ち
上
げ
た
、
十
勝
農
業

物
理
研
究
所
に
つ
い
て
や
、
名
警
察
署

長
の
免
職
の
謎
に
つ
い
て
な
ど
、
三
つ

の
テ
ー
マ
で
昭
和
初
期
に
お
け
る
十
勝

の
歴
史
秘
話
を
学
ぶ
。

日
９
月
11
日
㈫
、
18
時
30
分
～
20
時

定
先
着
１
５
０
人

◆
第
16
集
「
万
葉
の
自
然
観
～
そ
の
表

現
の
推
移
～
」

　

森
山
弘こ
う

毅き

氏
（
釧
路
公
立
大
学
名
誉

教
授
）
を
講
師
に
、
万
葉
の
自
然
観
を
、

表
現
世
界
の
推
移
を
通
し
て
探
る
。

日
９
月
13
日
㈭
、 

第
１
部
14
時
～
15
時

30
分
、
第
２
部
16
時
～
17
時
30
分

定
先
着
50
人

￥
５
０
０
円

◆
第
17
集
「【
消
費
者
講
座
】
野
菜
を
楽

し
み
、
も
っ
と
健
康
に
」

　

キ
ュ
ー
ピ
ー
よ
り
講
師
を
迎
え
、
野

菜
の
栄
養
や
旬
の
情
報
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
魅
力
と
、
野
菜
の
必
要
性
や
調
理
方

法
な
ど
を
学
ぶ
。

日
９
月
14
日
㈮
、 

10
時
～
11
時
30
分

定
先
着
30
人

◆
特
別
講
座
「【
帯
広
シ
ニ
ア
サ
ー
ク

ル
“
ふ
た
ば
”
２
年
生
学
習
会
】
人
生

の
し
ま
い
方
～
緩
和
ケ
ア
っ
て
何
で
す

か
？
～
」

　

今
井
貴た
か
ふ
み史

氏
（
帯
広
第
一
病
院
緩
和

ケ
ア
科 

科
長
）
を
講
師
に
、
人
生
の
最

終
段
階
を
医
療
面
か
ら
考
え
る
。
未
就

学
児
は
親
子
室
を
案
内
。

日
９
月
19
日
㈬
、
10
時
～
11
時
30
分

定
先
着
50
人

◆
第
18
集
「
社
会
保
険
の
正
し
い
知
識

と
そ
の
活
か
し
方
～
多
様
化
す
る
働
き

方
に
備
え
る
た
め
に
～
」

　

徳
江
孝こ
う
い
ち一
氏
（
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）
を
講
師
に
、
人
生
１
０
０
年
時

代
の
到
来
や
働
き
方
改
革
と
い
う
環
境

変
化
に
備
え
る
た
め
、
社
会
保
険
制
度

の
仕
組
み
や
活
用
方
法
を
学
ぶ
。

日
９
月
19
日
㈬
、
18
時
30
分
～
20
時

定
先
着
50
人

初
め
て
の
押
し
花
教
室

　

３
回
の
講
習
で
押
し
花
を
学
ぶ
。

日
９
月
27
日
㈭
、
10
月
25
日
㈭
、
11
月

29
日
㈭
、
全
３
回
、
10
時
～
12
時

定
抽
選
10
人

￥
６
４
８
０
円

場
申
問
９
月
17
日
㈷
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
10
頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
市
都
市
農

村
交
流
セ
ン
タ
ー
サ
ラ
ダ
館
（
〒
080
・

2472
西
22
条
南
６
丁
目
６
、
☎
36
・
８
０

９
５
）
へ
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
飾
り
作
り
体
験

　

畑
で
カ
ボ
チ
ャ
を
収
穫
し
、
世
界
に

一
つ
だ
け
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
飾
り
を
作

る
。

対
親
子

日
９
月
８
日
㈯
、
10
時
～
12
時

定
先
着
15
組

場
申
問
９
月
１
日
㈯
～
６
日
㈭
ま
で

に
、
電
話
で
と
か
ち
大
平
原
交
流
セ
ン

タ
ー
（
川
西
町
基
線
61
、
☎
53
・
４
７

８
０
）
へ
。

赤
十
字
資
格
講
習
・
研
修

定
各
先
着
30
人

申
問
各
申
込
期
間
に
、
直
接
社
会
課

（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
４
６
）
へ
。

◆
赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

　

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法

な
ど
、
応
急
手
当
て
を
学
ぶ
。

対
15
歳
以
上

日
①
10
月
８
日
㈷
、
９
時
～
13
時
、
②

10
月
13
日
㈯
、
９
時
～
13
時
30
分

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

￥
各
１
５
０
０
円

申
込
期
間
①
９
月
４
日
㈫
～
10
月
５
日

㈮
、
②
９
月
13
日
㈭
～
10
月
12
日
㈮

◆
赤
十
字
水
上
安
全
法
救
助
員
Ⅰ
養
成

講
習
会

　

水
辺
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
実
技
中

心
の
講
習
。
申
込
時
に
赤
十
字
救
急
法

基
礎
講
習
認
定
証
を
持
参
。

対
救
急
法
基
礎
講
習
認
定
証
を
持
つ
15

歳
以
上
で
、
５
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
泳

ぐ
こ
と
が
で
き
る
人

日
①
10
月
８
日
㈷
、
14
時
～
18
時
、
②

13
日
㈯
、
18
時
～
21
時
、
③
14
日
㈰
、

18
時
～
21
時
、
④
20
日
㈯
、
18
時
～
21

時
、
⑤
21
日
㈰
、
13
時
～
20
時
、
全
５

回場
①
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ（
公
園
東
町
３
）、

②
～
⑤
帯
広
の
森
市
民
プ
ー
ル
（
南
町

南
７
線
56
番
地
７
）

￥
７
０
０
円

申
込
期
間
９
月
４
日
㈫
～
10
月
５
日
㈮

◆
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習
会

　

救
急
員
の
資
格
取
得
を
目
指
す
。
申

込
時
に
救
急
法
基
礎
講
習
認
定
証
を
持

参
。

対
救
急
法
基
礎
講
習
認
定
証
を
持
っ
て

い
る
15
歳
以
上

日
▽
10
月
13
日
㈯
、
14
時
～
17
時
▽
14

日
㈰
、
９
時
～
17
時
▽
20
日
㈯
、
９
時

～
17
時
、
全
３
回

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

￥
１
７
０
０
円

申
込
期
間
９
月
13
日
㈭
～
10
月
12
日
㈮

ソ
ー
セ
ー
ジ
、
チ
ー
ズ
作
り

体
験
研
修

　

地
場
産
の
生
乳
や
肉
を
使
っ
た
加
工

体
験
。

定
先
着
❶
❸
各
10
人
、
❷
20
人

場
申
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
電
話

で
畜
産
物
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
（
八
千

代
町
西
４
線
、
☎
60
・
２
５
１
４
）
へ
。

❶
チ
ー
ズ
研
修
（
約
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

日
①
９
月
15
日
㈯
～
16
日
㈰
、
②
９
月

29
日
㈯
～
30
日
㈰
、
③
10
月
６
日
㈯
～

７
日
㈰
、
い
ず
れ
も
１
日
目
は
10
時
～

16
時
、
２
日
目
は
10
時
～
10
時
30
分

￥
各
３
０
０
０
円

申
込
期
限
①
９
月
７
日
㈮
、
②
21
日
㈮
、

③
28
日
㈮

❷
ソ
ー
セ
ー
ジ
研
修
（
約
２
５
０
グ
ラ

ム
）

日
９
月
23
日
㈷
、
10
時
～
14
時

￥
１
０
０
０
円

申
込
期
限
９
月
14
日
㈮

❸
ソ
ー
セ
ー
ジ
研
修
（
プ
レ
ー
ン
ほ
か

全
３
種
、
計
約
７
０
０
グ
ラ
ム
）

日
10
月
14
日
㈰
、
10
時
～
14
時

￥
２
２
０
０
円

申
込
期
限
10
月
５
日
㈮

過去の受講生の作品
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プ
ラ
ザ･

エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ク
ー
ル

パ
ソ
コ
ン
講
座

　

楽
し
く
分
か
り
や
す
い
パ
ソ
コ
ン
10

月
講
座
。
各
講
座
、
全
５
回
。

対
高
校
生
以
上

日
10
月
２
日
～
18
日
の
各
曜
日
、
▽
午

前
の
部
10
時
～
12
時
▽
午
後
の
部
13
時

30
分
～
15
時
30
分
▽
夜
間
の
部
18
時
30

分
～
20
時
30
分

定
各
先
着
20
人

￥
各
４
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

場
申
問
９
月
４
日
㈫
～
26
日
㈬
ま
で

に
、
直
接
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
、

☎
22
・
７
８
９
０
）
へ
。

環
境
学
習
会

　

広
尾
町
海
洋
博
物
館
を
視
察
し
、
自

然
や
歴
史
、
漁
業
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ

バ
ス
学
習
。
市
庁
舎
集
合
、
解
散
。

日
９
月
14
日
㈮
、
９
時
～
15
時

定
先
着
30
人

￥
１
０
０
円

申
問
９
月
３
日
㈪
～
７
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
で
環
境
都
市
推
進
課
（
市
庁
舎
８

階
、
☎
65
・
４
１
３
５
）
へ
。

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
！
～
自
宅

で
手
軽
に
で
き
る
簡
単
な
運
動
～

　

山
中
暁
子
氏
（
帯
広
厚
生
病
院 

保
健

師
）
を
講
師
に
、
体
の
健
康
度
を
チ
ェ

ッ
ク
し
、
自
宅
で
手
軽
に
で
き
る
運
動

を
学
ぶ
。

日
９
月
14
日
㈮
、
14
時
～
15
時
30
分

定
先
着
30
人

場
申
問
９
月
１
日
㈯
～
13
日
㈭
ま
で

に
、
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４

７
０
０
）
へ
。

高
齢
者
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
体
験
会

　

自
家
用
車
で
自
動
車
学
校
の
コ
ー
ス

を
走
行
し
て
指
導
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
ほ
か
、
各
種
検
査
機
器
を

使
っ
て
、
自
動
車
の
運
転
技
術
や
適
性

な
ど
を
確
認
す
る
。

対
市
内
在
住
の
運
転
免
許
を
持
つ
65
歳

以
上
で
、
自
家
用
車
の
持
ち
込
み
が
で

き
る
人

日
９
月
30
日
㈰
、
９
時
～
12
時

場
お
び
ひ
ろ
自
動
車
学
校（
緑
ケ
丘
９
）

定
先
着
35
人

申
問
９
月
３
日
㈪
～
14
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
で
安
心
安
全
推
進
課
（
市
庁
舎
３

階
、
☎
65
・
４
１
３
１
）
へ
。

社
会
参
画
支
援
講
座

　

菅す
が
は
ら原
幸さ
ち

子こ

氏
（
女
性
の
健
康
と
Ｗ
Ｌ

Ｂ
推
進
員
）
を
講
師
に
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
職
場
で

の
取
り
組
み
事
例
や
、
子
育
て
・
介
護

な
ど
の
両
立
に
つ
い
て
学
ぶ
。
未
就
学

児
の
託
児
希
望
者
は
９
月
20
日
㈭
ま
で

に
申
し
込
み
。

日
９
月
28
日
㈮
、
19
時
～
20
時
30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
30
人

申
問
９
月
27
日
㈭
ま
で
に
、
男
女
共
同

参
画
推
進
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・

４
１
３
４
）
へ
。

普
通
救
命
講
習

　

出
血
時
の
止
血
法
や
心
臓
停
止
、
呼

吸
停
止
時
の
救
命
手
当
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
な
ど
心
肺
蘇
生
法
を
習
得
す
る
。

日
場
①
10
月
９
日
㈫
、
消
防
庁
舎
（
西

６
南
６
）、
②
19
日
㈮
、
南
出
張
所
（
西

17
南
41
）、
い
ず
れ
も
13
時
30
分
～
16

時
30
分

定
①
先
着
50
人
、
②
先
着
30
人

￥
各
５
０
０
円

申
問
①
は
９
月
３
日
㈪
～
10
月
２
日

㈫
ま
で
、
②
は
９
月
13
日
㈭
～
10
月

12
日
㈮
ま
で
に
、
帯
広
消
防
署
救
急

課
（
西
６
南
６
、
消
防
庁
舎
１
階
、
☎

26
・
９
１
３
２
）
へ
。

第
２
回
環
境
見
学
会

　

ご
み
処
理
・
再
資
源
化
施
設
を
バ
ス

で
巡
る
見
学
会
。
市
庁
舎
集
合
、
解
散
。

対
市
内
在
住
の
人

日
10
月
２
日
㈫
、
９
時
～
12
時

場
く
り
り
ん
セ
ン
タ
ー
（
西
24
北
４
）、

十
勝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
西
23
北
４
）

定
先
着
20
人

申
問
９
月
10
日
㈪
～
21
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
で
清
掃
事
業
課
（
西
24
北
４
、
☎

37
・
２
３
１
１
）
へ
。

日
本
語
講
座

Ｌレ

ッ

ツ

ｅ
ｔ＇
ｓ 

Ｌラ

ー

ン

ｅ
ａ
ｒ
ｎ 

Ｊジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

ａｐ
ａ
ｎ
ｅ
ｓ
ｅ
！

　

日
本
語
が
分
か
ら
な
い
外
国
人
向
け

の
日
本
語
講
座
。
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て

申
込
期
間
９
月
１
日
㈯
～
14
日
㈮

❷
１
日
飼
育
係

対
中
学
生
以
上

日
10
月
４
日
㈭
、
10
時
～
15
時
15
分

定
抽
選
４
人

申
込
期
間
９
月
６
日
㈭
～
20
日
㈭

❸
小
学
生
の
１
日
飼
育
係

対
小
学
４
～
６
年
生

日
10
月
13
日
㈯
、
10
時
～
15
時

定
抽
選
12
人

申
込
期
間
９
月
13
日
㈭
～
27
日
㈭

ス
ポ
ー
ツ

帯
広
の
森
体
育
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

場
申
問
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、

各
申
込
期
限
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
10
頁
）
を
書

い
て
、
帯
広
の
森
体
育
館
（
〒
080
・

0856

南
町
南
７
線
56
番
地
７
、
帯
広
の
森
運

動
公
園
内
、
☎
48
・
８
９
１
２
）
へ
。

◆
ヨ
ガ
教
室
（
２
回
目
）

　

ヨ
ガ
の
呼
吸
法
や
動
き
を
行
い
、
柔

軟
な
筋
力
を
つ
け
る
。

２
つ
の
ク
ラ
ス
を
用
意
。初
参
加
者
優
先
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
外
国
人

日
９
月
12
日
～
11
月
14
日
の
水
曜
日
、

全
10
回
、
18
時
30
分
～
20
時

場
市
庁
舎

定
各
ク
ラ
ス
先
着
10
人

申
問
９
月
４
日
㈫
ま
で
に
、
親
善
交

流
課
（ 

市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
３

３
）
へ
。

動
物
園
の
講
座
・
教
室

場
申
問
各
申
込
期
間
に
、
❶
は
電
話
で
、

❷
❸
は
郵
便
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記

載
事
項
」（
10
頁
） 

を
書
い
て
、
動
物
園

（
〒
080
・

0846
緑
ケ
丘
２
番
地
、
☎
24 

・

２
４
３
７
）
へ
。
当
選
者
に
は
別
途
通

知
す
る
。

❶
お
び
ｚズ

ー
ｏ
ｏ
ト
ー
ク
カ
フ
ェ

　

飲
み
物
を
片
手
に
飼
育
員
の
話
を
聞

く
ト
ー
ク
カ
フ
ェ
。
テ
ー
マ
は
「
野
生

動
物
と
人
間
、
適
切
な
距
離
」
で
す
。

日
９
月
16
日
㈰
、
13
時
30
分
～
14
時
30

分定
先
着
30
人

対
16
歳
以
上

日
10
月
１
日
～
11
月
26
日
の
月
曜
日
、

全
８
回
、
10
時
30
分
～
11
時
30
分

定
抽
選
30
人

￥
４
０
０
０
円

申
込
期
限
９
月
17
日
㈷

◆
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

　

硬
式
テ
ニ
ス
の
基
本
を
習
得
す
る
。

対
16
歳
以
上

日
10
月
４
日
～
12
月
６
日
の
木
曜
日
、

全
10
回
、
19
時
～
21
時

定
抽
選
30
人

￥
５
０
０
０
円

申
込
期
限
９
月
20
日
㈭

◆
首
・
肩
・
腰
の
痛
み
不
調
改
善
ヨ
ガ

（
１
期
）

　

腰
痛
・
肩
凝
り
・
首
の
痛
み
、
日
常

の
ス
ト
レ
ス
に
伴
う
心
身
の
不
調
を
、

道
具
や
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
、
ポ
ー
ズ
を
組

み
合
わ
せ
て
緩
和
す
る
教
室
。

対
16
歳
以
上

日
10
月
５
日
～
12
月
14
日
の
金
曜
日
、

全
10
回
、
10
時
～
11
時

定
抽
選
30
人

￥
５
０
０
０
円

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

2018
帯広市スポーツフェスティバル

行　　事 申込期限
トップアスリートチャレンジ ９月10日（月）
スターキッズ　ミニバレー大会 ９月24日（振）
パークゴルフ大会、市民スポーツ柔道大会 ９月25日（火）
走り方教室・キッズラン ９月28日（金）

硬式テニス、市民ソフトボール大会、カーリング
体験教室 ９月30日（日）

タグラグビー大会 10月１日（月）
ドッジボール、ジュニアフットサル大会、卓球 10月２日（火）
ゲートボール大会 10月５日（金）
バドミントン（ダブルス） 当日受け付け
ボッチャ体験会、日本泳法：游法公開・体験会、
軟式野球（スピードガンコンテストなど）、初
心者スケート教室、秋の散策サイクリング、アー
チェリー体験試射会・全十勝選手権

申し込み不要

日　付 行　事 申込期限
９月16日（日） ソフトバレーボール大会 ９月１日（土）
10月７日（日） 市民スポーツ弓道大会 10月２日（火）

10月21日（日）

第49回市民スポーツ剣道大会 ９月10日（月）

A
ア キ ラ

KIRAカップ（体操競技） 10月12日（金）

ミニテニス＆卓球と水中歩行 申し込み不要

《体育の日以外に開催される行事》

　体育の日に各種スポーツイベントを開催。当日は競技
終了後 17 時まで、一部の体育施設を無料開放。
　詳細は問い合わせください。
日10 月８日（祝）、８時～17 時
場帯広の森運動公園（南町南７線）ほか
問スポーツ振興室（市庁舎８階、☎65・4210）

講　座　名 日　程
パソコン入門（基本からもう一度） 毎

週
火
・
木

午前
30 時間でマスター
エクセル 2013（１） 午後

ファイル操作とマルチメディア 夜間
デジカメとパソコン
音楽・フォトアルバム 毎

週
水
・
金

午前

30 時間でマスター
ワード 2013（１） 午後

仕事に役立つ！
ワード＆エクセル 2013（１） 夜間

定期的に技術を確認すると安心です
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10 月 30 日から日本ワインの表示ルールがスタートします　国産ぶどうのみを原料として国内で製造したワインを「日本ワイン」として表示するルー
ルが開始され、ラベルから日本ワインであるとわかるようになります。詳細は問い合わせください。　問帯広税務署（☎24・2161）

申
込
期
限
９
月
22
日
㈯

◆
は
じ
め
て
の
キ
ッ
ズ
バ
レ
エ
～
年
中

か
ら
小
２
～

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
、
踊

る
こ
と
の
楽
し
さ
を
学
ぶ
。

対
年
中
児
に
当
た
る
幼
児
～
小
学
２
年

生日
10
月
12
日
～
11
月
30
日
の
金
曜
日
、

全
８
回
、
15
時
30
分
～
16
時
30
分

定
抽
選
25
人

￥
４
０
０
０
円

申
込
期
限
９
月
23
日
㈷

◆
み
ん
な
で
楽
し
く
！
リ
ト
ミ
ッ
ク
～

０
歳
児
～

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
こ
と

で
、
運
動
能
力
や
心
の
発
達
を
促
す
。

対
首
が
据
わ
っ
て
い
る
０
歳
児
と
保
護
者

日
10
月
16
日
㈫
、
10
時
30
分
～
11
時
15

分場
市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
（
西
２
南

８
、
ふ
じ
ま
る
ビ
ル
８
階
）

定
抽
選
30
組

￥
５
０
０
円

申
込
期
限
９
月
30
日
㈰

◆
マ
マ
＆
ベ
ビ
ー
ピ
ラ
テ
ィ
ス
～
生
後

３
カ
月
か
ら
歩
行
前
～

　

ピ
ラ
テ
ィ
ス
で
産
後
の
シ
ェ
イ
プ

ア
ッ
プ
と
、
心
身
の
調
整
を
行
い
な
が

ら
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
行

い
、
信
頼
関
係
を
深
め
る
。

対
首
が
完
全
に
据
わ
っ
て
い
る
生
後
３

カ
月
か
ら
歩
く
前
ま
で
の
乳
幼
児
と
保

護
者

日
10
月
27
日
～
12
月
１
日
の
土
曜
日
、

全
５
回
、
10
時
15
分
～
11
時

定
抽
選
20
組

￥
２
５
０
０
円

申
込
期
限
10
月
10
日
㈬

◆
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
２
回
目
）

　

マ
ッ
ト
基
礎
運
動
・
跳
び
箱
・
鉄
棒

な
ど
を
重
点
的
に
楽
し
み
な
が
ら
行
う
。

対
幼
稚
園
・
保
育
所
の
年
中
・
年
長
に

当
た
る
幼
児

日
11
月
１
日
～
29
日
の
木
曜
日
、
全
４

回
、
15
時
30
分
～
16
時
30
分

定
抽
選
20
人

￥
２
０
０
０
円

申
込
期
限
10
月
10
日
㈬

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
基
礎
を
学
ぶ
。

対
16
歳
以
上
の
初
心
者
と
中
級
者

日
９
月
27
日
～
11
月
１
日
の
火
・
木
曜

日
、
全
10
回
、
19
時
～
20
時
30
分

定
抽
選
30
人

￥
５
０
０
０
円

場
申
問
９
月
13
日
㈭
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
10
頁
）

を
書
い
て
、
総
合
体
育
館
（
〒
080
・

0030

大
通
北
１
丁
目
１
、
☎
22
・
７
８
２
８
）

へ
。帯

広
の
森
市
民
プ
ー
ル
か
ら
の

お
知
ら
せ

場
申
問
①
～
④
は
９
月
17
日
㈷
、
⑤

⑥
は
９
月
28
日
㈮
、
⑦
は
10
月
２
日
㈫
、

⑧
は
10
月
３
日
㈬
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
10

頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
市
民
プ
ー

ル
（
〒
080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番
地
７
、

帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎
47
・
３
６

３
０
）
へ
。

①
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室（
３
回
目
）

　

プ
ー
ル
が
初
め
て
の
人
で
も
参
加
し

や
す
い
、
水
中
運
動
教
室
。

対
16
歳
以
上

日
10
月
10
日
～
11
月
28
日
の
水
曜
日
、

全
８
回
、
10
時
～
10
時
50
分

定
抽
選
30
人

￥
４
０
０
０
円

②
水
中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
（
３
回
目
）

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を

行
う
、
水
中
運
動
教
室
。

対
16
歳
以
上

日
10
月
12
日
～
11
月
30
日
の
金
曜
日
、

全
８
回
、
20
時
～
20
時
50
分

定
抽
選
30
人

￥
４
０
０
０
円

③
プ
ー
ル
サ
イ
ド
ヨ
ガ
（
２
回
目
）

　

湿
度
・
室
温
が
高
い
プ
ー
ル
サ
イ
ド

で
行
う
、
初
心
者
向
け
の
ヨ
ガ
。

対
16
歳
以
上

日
10
月
10
日
～
11
月
28
日
の
水
曜
日
、

全
８
回
、
12
時
～
12
時
50
分

定
抽
選
10
人

￥
４
０
０
０
円

④
年
少
児
水
泳
教
室
（
３
回
目
）

　

水
遊
び
か
ら
水
泳
の
基
礎
を
学
ぶ
。

対
年
少
児
に
当
た
る
幼
児

日
10
月
13
日
～
11
月
17
日
の
土
曜
日
、

全
６
回
、
▽
Ａ
コ
ー
ス
15
時
～
15
時
50

分
▽
Ｂ
コ
ー
ス
16
時
～
16
時
50
分

定
各
コ
ー
ス
抽
選
30
人

￥
各
コ
ー
ス
３
０
０
０
円

⑤
ピ
ラ
テ
ィ
ス
（
４
回
目
）

　

基
礎
の
復
習
を
し
な
が
ら
、
少
し
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
内
容
の
教
室
。

対
16
歳
以
上

日
10
月
15
日
～
12
月
３
日
の
月
曜
日
、

全
８
回
、
10
時
～
10
時
50
分

定
抽
選
25
人

￥
４
０
０
０
円

⑥
お
や
こ
水
泳
教
室
（
４
回
目
）

　

親
子
で
プ
ー
ル
に
入
り
、
水
遊
び
を

通
し
て
楽
し
み
な
が
ら
水
に
慣
れ
る
。

対
２
～
４
歳
児
と
保
護
者

日
10
月
15
日
～
11
月
19
日
の
月
曜
日
、

全
６
回
、
10
時
～
10
時
50
分

定
抽
選
20
組

￥
３
０
０
０
円

⑦
幼
児
水
泳
教
室
（
４
回
目
）

　

水
遊
び
か
ら
水
泳
の
基
礎
を
習
う
。

対
年
中
・
年
長
児
に
当
た
る
幼
児

日
10
月
22
日
～
11
月
26
日
の
月
曜
日
、

全
６
回
、
▽
Ａ
コ
ー
ス
15
時
～
15
時
50

分
▽
Ｂ
コ
ー
ス
16
時
～
16
時
50
分
▽
Ｃ

コ
ー
ス
17
時
～
17
時
50
分

定
各
コ
ー
ス
抽
選
40
人

￥
各
コ
ー
ス
３
０
０
０
円

⑧
体
験
レ
ッ
ス
ン　
　

　

教
室
申
し
込
み
前
に
無
料
で
体
験
。

対
❶
２
～
４
歳
児
と
そ
の
保
護
者
、
❷

❸
16
歳
以
上

日
10
月
８
日
㈷
、
❶
お
や
こ
水
泳
教
室
、

10
時
～
10
時
50
分
、
❷
ア
ク
ア
美ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

Ｕ
Ｔ
、

12
時
～
12
時
50
分
、
❸
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
サ
ー
キ
ッ
ト
、
20
時
～

20
時
50
分

定
各
先
着
❶
20
組
、
❷
20
人
、
❸
10
人

シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ト

教
室

対
中
学
生
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

経
験
者

日
10
月
３
日
～
25
日
の
水
・
木
曜
日
、

全
８
回
、
19
時
～
21
時

定
抽
選
20
人

￥
４
０
０
０
円

場
申
問
9
月
20
日
㈭
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
10
頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
（
〒
080
・

0856
南
町
南
７
線

56
番
地
７
、
帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、

☎
48
・
２
４
０
１
）
へ
。

明
治
北
海
道
十
勝
オ
ー
バ
ル
か
ら

の
お
知
ら
せ

場
申
問
特
に
記
載
が
な
け
れ
ば
各
申

込
期
限
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
「
申

込
時
の
記
載
事
項
」（
10
頁
）
を
書
い
て
、

明
治
北
海
道
十
勝
オ
ー
バ
ル
（
〒
080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番
地
７
、
帯
広
の
森

運
動
公
園
内
、
☎
49
・
４
０
０
０
）
へ
。

◆
畜
大
ホ
ー
ス
で
Ｌレ

ッ

ツ

ｅ
ｔ＇
ｓ
乗
馬
体

験
２
０
１
８

　

畜
大
馬
術
部
で
馬
と
触
れ
合
い
、
乗

馬
も
体
験
。
小
学
生
未
満
は
保
護
者
同

伴
。　

日
10
月
20
日
㈯
、
13
時
～
16
時

場
帯
広
畜
産
大
学
（
稲
田
町
西
２
線
）

定
抽
選
30
人

￥
２
０
０
円

申
込
期
限
10
月
８
日
㈷

◆
Ｂブ

ラ

ッ

ク

ｌ
ａ
ｃ
k
ヨ
ガ

　

ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
を
使
用
し
た
空
間

で
、
人
目
を
気
に
せ
ず
集
中
で
き
る
ヨ

ガ
教
室
。

対
16
歳
以
上
の
女
性

日
10
月
22
日
～
11
月
26
日
の
月
曜
日
、

全
６
回
、
19
時
～
20
時

場
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
）

定
抽
選
20
人

￥
３
０
０
０
円

申
込
期
限
10
月
12
日
㈮

◆
ヨ
ガ

−ｓシ

ョ

ー

ト

ｈ
ｏ
ｒ
ｔ

−　
　

　

回
数
の
設
定
が
少
な
く
、
初
心
者
で

も
取
り
組
み
や
す
い
ヨ
ガ
講
座
。

対
16
歳
以
上

日
10
月
22
日
～
12
月
３
日
の
月
曜
日
、

全
６
回
、
20
時
15
分
～
21
時
15
分

場
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
）

定
抽
選
20
人

￥
３
０
０
０
円

申
込
期
限
10
月
12
日
㈮

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

みんなで楽しくレッスン！

水慣れから始めるので安心です
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◆
Ｂブ

ラ

ッ

ク

ｌ
ａ
ｃ
k
バ
ー
ン
ア
ウ
ト

　

ダ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
合
わ
せ
て

エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
バ
ー
を
上
下
す
る
な
ど
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
腹
筋
運
動
を
組

み
合
わ
せ
た
暗
闇
系
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
。

対
16
歳
以
上
の
女
性

日
10
月
24
日
～
12
月
19
日
の
水
曜
日
、

全
８
回
、
19
時
～
19
時
45
分

定
抽
選
15
人

￥
４
０
０
０
円

申
込
期
限
10
月
12
日
㈮

◆
Ｂブ

ラ

ッ

ク

ｌ
ａ
ｃ
k
Ｊジ

ャ

ン

プ

ｕ
ｍ
ｐ

　

ジ
ャ
ン
プ
と
ダ
ン
ベ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
脂
肪
燃
焼
を
目
指
す
、
暗
闇
系

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
。

対
16
歳
以
上
の
女
性

日
10
月
24
日
～
12
月
19
日
の
水
曜
日
、

全
８
回
、
20
時
～
20
時
45
分

定
抽
選
15
人

￥
４
０
０
０
円

申
込
期
限
10
月
12
日
㈮

◆
キ
ッ
ズ
ヨ
ガ

　

体
力
と
集
中
力
の
向
上
を
目
的
と
し

た
、
子
ど
も
向
け
ヨ
ガ
教
室
。

対
年
中
児
に
当
た
る
幼
児
～
小
学
２
年
生

日
11
月
６
日
～
12
月
18
日
の
火
曜
日
、

全
６
回
、
16
時
～
17
時

定
抽
選
10
人

￥
３
０
０
０
円

申
込
期
限
10
月
22
日
㈪

ち
び
っ
こ
ス
ケ
ー
ト
教
室

（
１
回
目
）

　

帯
広
ス
ケ
ー
ト
連
盟
指
導
者
に
よ
る

基
礎
を
中
心
と
し
た
初
心
者
教
室
。

対
小
学
生
（
小
学
３
～
６
年
生
は
未
経

験
者
の
み
）

日
10
月
３
日
～
24
日
の
月
・
水
・
土
曜

日
、
全
10
回
、
17
時
10
分
～
18
時

場
帯
広
の
森
第
二
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

定
抽
選
70
人

￥
５
０
０
０
円

申
問
９
月
17
日
㈷
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
10
頁
）

を
書
い
て
、
帯
広
の
森
ア
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
（
〒
080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番
地
７
、

帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎
48
・
６
２

５
６
）
へ
。

健
康
・
福
祉

母
子
健
康
手
帳
の
発
行
が

予
約
制
に
な
り
ま
し
た

　

妊
娠
の
届
け
出
を
さ
れ
た
人
に
発

行
す
る
「
母
子
健
康
手
帳
」
の
交
付
が
、

７
月
か
ら
予
約
制
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
待
ち
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま

す
。
面
談
希
望
日
の
前
日
ま
で
に
、
電

話
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

予
約
受
付
時
間
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）、
８
時
45
分
～
17
時
30
分

面
談
可
能
日
時
月
～
金
曜
日
、
第
２
土

曜
日
（
第
２
土
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は

第
３
土
曜
日
）、
９
時
～
16
時

場
問
子
育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
２

２
）健

康
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

場
申
問
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、各

申
込
期
間
に
健
康
推
進
課
（
東
８
南
13
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７

２
１
）
へ
。

◆
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診

　

採
血
に
よ
る
血
清
反
応
検
査
。
結
果

は
約
４
週
間
後
に
通
知
。

対
市
内
在
住
の
小
学
３
年
生
以
上
で
、

過
去
５
年
以
内
に
受
診
し
て
い
な
い
人

日
９
月
２
日
㈰
、
10
時
～
15
時
、
20
日

㈭
、
14
時
～
14
時
30
分

￥
３
０
０
円
（
中
学
生
ま
で
は
無
料
）

◆
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
講
座
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
編

　

緑
ヶ
丘
公
園
で
、
効
果
的
な
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
実
践
し
な
が
ら
学
ぶ
。
百
年

記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
）
集
合
、
解
散
。

日
９
月
６
日
㈭
、
10
時
～
11
時
30
分

申
込
期
限
９
月
５
日
㈬

◆
健
康
相
談
・
栄
養
相
談

　

保
健
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど
が
、
健

診
の
結
果
や
健
康
づ
く
り
な
ど
、
健
康

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
る
。
別
の
日
程

を
希
望
す
る
人
は
要
相
談
。

申
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
、
電
話
で

申
し
込
み
。

・
健
康
相
談

日
①
９
月
10
日
㈪
、
②
26
日
㈬
、
９
時

～
15
時
、
１
人
60
分
程
度

・
ミ
ニ
健
康
・
栄
養
相
談

日
９
月
28
日
㈮
、
13
時
～
15
時
、
１
人

30
分
程
度

◆
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
講
座
水
中
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
編

　

体
へ
の
負
担
を
減
ら
し
て
運
動
量
が

増
や
せ
る
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。

日
９
月
20
日
㈭
、
19
時
～
19
時
40
分

場
豊
成
小
学
校
プ
ー
ル
（
清
流
西
１
）

申
込
期
限
９
月
19
日
㈬

◆
健
康
づ
く
り
教
室
「
腰
や
ひ
ざ
の
痛

み
の
予
防
」

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
。
全
２
回
に

参
加
で
き
る
人

日
9
月
27
日
㈭
、
12
月
20
日
㈭
、
全
２

回
、
10
時
～
11
時
30
分

場
西
帯
広
コ
ミ
セ
ン
（
西
23
南
２
）

定
先
着
20
人

申
込
期
間
９
月
４
日
㈫
～
26
日
㈬

◆
ラ
ン
チ
＆
運
動
つ
き
健
診
教
室

　

病
気
の
早
期
発
見
と
生
活
習
慣
病
に

な
ら
な
い
た
め
の
栄
養
学
習
と
試
食
、

手
軽
な
運
動
を
セ
ッ
ト
で
体
験
で
き
る

教
室
。

対
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
申
込
者

日
９
月
28
日
㈮
、
11
時
～
12
時
40
分

定
先
着
20
人

申
９
月
18
日
㈫
ま
で
に
、
電
話
で
北
海

道
対
が
ん
協
会
帯
広
出
張
所
（
☎
27
・

２
３
４
５
）
へ
。

◆
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」“
20
歳
か

ら
の
バ
ラ
ン
ス
ご
飯
教
室
＂

　
「
鮭
の
さ
っ
ぱ
り
ト
マ
ト
酢
か
け
」

「
お
豆
腐
テ
ィ
ラ
ミ
ス
」な
ど
減
塩
で
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
整
っ
た
食
事
を
作
る
。

対
市
内
在
住
の
20
～
40
歳
代

日
９
月
29
日
㈯
、
10
時
～
13
時
30
分

定
先
着
20
人

申
込
期
間
８
月
27
日
㈪
～
９
月
21
日
㈮

◆
健
康
づ
く
り
推
進
員
養
成
講
座

対
講
座
に
４
回
以
上
参
加
で
き
る
市
内

在
住
の
人
で
、
推
進
員
と
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で
き
る
人

日
10
月
10
日
㈬
、
16
日
㈫
、
18
日
㈭
、

22
日
㈪
、
26
日
㈮
、
全
５
回
、
10
時
～

15
時

定
先
着
20
人

申
込
期
間
８
月
30
日
㈭
～
9
月
28
日
㈮

「
帯
広
市
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の

開
催

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
認
知

症
の
正
し
い
知
識
と
理
解
を
深
め
る
。

　

大
江
平
氏
（
大
江
病
院
院
長
）
に
よ

る
「
認
知
症
早
期
発
見
の
ポ
イ
ン
ト
と

予
防
」
に
つ
い
て
の
講
演
と
、
宇
野
雅

樹
氏
（
北
海
道
薬
剤
師
会
十
勝
支
部
支

部
長
）
に
よ
る
「
知
っ
て
お
き
た
い
薬

の
あ
れ
こ
れ
」
と
題
し
た
講
演
。

日
10
月
13
日
㈯
、13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
）

定
先
着
５
０
０
人

申
問
10
月
12
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
高
齢
者
福
祉
課
（
市
庁

舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
４
５
、
Ｆ
23
・

０
１
５
４
）
へ
。

子
育
て
支
援
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

場
問
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、
子

育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
２
２
）

◆
乳
幼
児
健
診
の
お
知
ら
せ

　

対
象
日
は
個
別
通
知
を
確
認
。
受
け

付
け
は
12
時
20
分
～
13
時
15
分

・
５
カ
月
児
健
診
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　

健
診
に
来
ら
れ
な
く
て
も
、
希
望
者

に
は
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
平
成
30
年
３
月
生
ま
れ

日
９
月
５
日
㈬
、
11
日
㈫
、
26
日
㈬

・
１
歳
６
カ
月
児
健
診

対
平
成
29
年
２
月
生
ま
れ

日
９
月
４
日
㈫
、
13
日
㈭
、
20
日
㈭

・
３
歳
児
健
診

対
平
成
27
年
８
月
生
ま
れ

日
９
月
６
日
㈭
、
19
日
㈬
、
27
日
㈭

◆
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
向
け
講
座

　

妊
婦
と
、
赤
ち
ゃ
ん
を
育
児
中
の
母

親
を
対
象
に
、
専
門
職
に
よ
る
講
話
の

ほ
か
、
悩
み
相
談
に
も
応
じ
る
。
時
間

は
い
ず
れ
も
10
時
～
11
時
10
分
。

申
定
員
が
あ
る
も
の
は
、
直
接
ま
た
は

電
話
で
各
申
し
込
み
先
へ
。

◆
パ
パ
マ
マ
お
し
ゃ
べ
り
広
場
～
幼
稚

園
・
保
育
所
（
園
）
に
つ
い
て
～　
　

　

子
育
て
サ
ー
ク
ル
Ｏ
Ｂ
の
マ
マ
た
ち

が
、
幼
稚
園
・
保
育
所
（
園
）
に
関
す

る
質
問
に
答
え
た
り
、
入
園
グ
ッ
ズ
を

紹
介
。

対
来
年
度
、
幼
稚
園
や
保
育
所
（
園
）

に
入
園
を
考
え
て
い
る
保
護
者

日
10
月
３
日
㈬
、
10
時
～
11
時
30
分

定
先
着
60
組

申
９
月
３
日
㈪
～
21
日
㈮
ま
で
に
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
子
育
て
支
援
課
（
☎

25
・
９
７
０
０
）
へ
。

◆
ほ
ん
わ
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室

　

妊
娠
中
の
栄
養
の
お
話
、
赤
ち
ゃ
ん

を
お
風
呂
に
入
れ
る
練
習
、
パ
パ
の
妊

婦
体
験
な
ど
、
出
産
・
育
児
を
学
ぶ
。

対
平
成
31
年
２
月
に
初
出
産
予
定
の
夫

婦日
10
月
14
日
㈰
、
13
時
～
15
時
30
分

申
９
月
10
日
㈪
～
10
月
10
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
で
子
育
て
支
援
課
へ
。

第
33
回
お
び
ひ
ろ
健
康
ま
つ
り

　

健
康
に
関
し
て
体
験
し
な
が
ら
学
べ

る
イ
ベ
ン
ト
。
医
師
や
歯
科
医
師
な
ど

医
療
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
講
演
や
相
談

会
な
ど
を
行
う
。
健
康
度
合
い
の
測
定

や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動
発
表
な

ど
も
実
施
。

日
９
月
２
日
㈰
、
10
時
～
15
時

場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
東
８
南
13
）

問
健
康
推
進
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
２
１
）

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

場
申
問
各
申
込
期
間
に
、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

体験しながら
健康について学びます

９月開催 講座名／場所（申し込み先） 対象／定員

５日
（水）

ママと赤ちゃんの食事講座

対①妊娠中の
人、②１歳ま
での赤ちゃん
と保護者
定①のみ各先
着５人

地域子育て支援センターこでまり
（西 14北２、☎38・2690）

18 日
（火）

ママと赤ちゃんのわくわく母乳講座

地域子育て支援センターもりのこ
（大空町１、☎49・2005）

27 日
（木）

ママと赤ちゃんの歯っぴい講座

地域子育て支援センターあじさい
（東９南 19、☎67・6231）
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９月 17 日（月）「敬老の日」、９月 24 日（月）「秋分の日」の振替休日は通常通りごみを収集します　月曜日収集地区の人は、午前９時までに分別ルー
ルに基づいて、決められたごみステーションにごみを出してください。　問清掃事業課（西 24 北４、☎ 37・2311）

タ
ー
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
０
１
、
Ｆ
25
・

９
７
０
３
）
へ
。
手
話
・
要
約
筆
記
通

訳
の
希
望
者
は
早
め
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
会

　

ボ
ー
ル
を
転
が
し
目
標
ま
で
の
近
さ

を
競
う
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
競

技
で
あ
る
ボ
ッ
チ
ャ
の
体
験
会
を
行
う
。

対
市
内
在
住
の
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人

と
そ
の
家
族

日
９
月
26
日
㈬
、
10
時
～
12
時

定
先
着
18
人

申
込
期
間
８
月
28
日
㈫
～
９
月
19
日
㈬

◆
視
覚
障
害
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

点
字
や
テ
キ
ス
ト
デ
イ
ジ
ー
図
書
の

作
成
な
ど
、
視
覚
障
害
者
へ
の
情
報
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
。

日
10
月
４
日
㈭
、
５
日
㈮
、
11
日
㈭
、

12
日
㈮
、
18
日
㈭
、
19
日
㈮
、
25
日
㈭
、

26
日
㈮
、
全
８
回
、
10
時
～
12
時

定
先
着
15
人

申
込
期
間
９
月
７
日
㈮
～
27
日
㈭

◆
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
強

化
事
業

　

在
宅
身
体
障
害
者
の
健
康
増
進
や
機

能
維
持
を
目
指
す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
。

定
員
な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
初
め
て
の
人
は
事
前
に
見
学
が
必

要
。

対
市
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
持

つ
、
就
労
な
ど
が
困
難
で
あ
り
、
自
力

で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
可
能
な
人

日
月
曜
（
午
前
・
午
後
）、
火
曜
（
午
後
）、

木
曜
（
午
前
・
午
後
）、
金
曜
（
午
前
）

◆
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
基
礎
的

事
業
（
後
期
）
の
受
講
生
募
集　

　

初
め
て
の
人
は
募
集
前
の
見
学
が
可

能
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
市
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
持

つ
人

日
い
ず
れ
も
10
月
～
翌
年
３
月
の
各
曜

日
、
全
16
回
、
①
書
道
（
火
曜
日
10
時

～
12
時
）、
②
陶
芸
（
火
曜
日
13
時
30

分
～
15
時
30
分
）、
③
卓
球
（
水
曜
日

10
時
～
12
時
）、
④
革
工
芸
（
水
曜
日

13
時
30
分
～
15
時
30
分
）

定
各
先
着
①
②
④
15
人
、
③
20
人
、
い

ず
れ
も
初
め
て
の
人
優
先

￥
材
料
費
な
ど
の
実
費

申
込
期
間
９
月
３
日
㈪
～
14
日
㈮

認
知
症
・
家
族
の
集
い「
茶
話
会
」

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

の
交
流
会
。
介
護
を
終
え
た
人
や
、
認

知
症
の
人
と
一
緒
の
参
加
も
可
能
。

　

手
伝
い
が
必
要
な
場
合
は
連
絡
く
だ

さ
い
。

日
９
月
27
日
㈭
、
13
時
30
分
～
15
時

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

￥
１
０
０
円

問
高
齢
者
福
祉
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎

65
・
４
１
４
５
）

障
が
い
者
乗
馬
体
験

　

馬
と
の
触
れ
合
い
や
乗
馬
を
通
じ
、

健
康
の
増
進
や
生
活
の
質
の
向
上
を
図

る
。
参
加
の
際
に
は
、
引
率
者
の
同
伴

が
必
要
。
体
重
な
ど
の
制
限
が
あ
る
の

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
の
施
設
を
利

用
し
て
い
る
自
立
、
座
位
が
可
能
な
身

体
・
知
的
・
精
神
障
害
、
発
達
障
害
の

あ
る
小
学
生
以
上
の
人

日
①
９
月
20
日
㈭
、
②
10
月
13
日
㈯
、

③
18
日
㈭
、
①
③
は
10
時
30
分
～
12
時
、

②
は
10
時
～
12
時
、

定
各
５
人
程
度

場
申
問
①
８
月
27
日
㈪
～
９
月
７
日

㈮
、
②
９
月
18
日
㈫
～
28
日
㈮
、
③
９

月
25
日
㈫
～
10
月
５
日
㈮
ま
で
に
、
申

込
用
紙
を
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
帯
広
畜
産
大
学
（
稲
田
町
西
２
線
、

☎
49
・
５
７
７
６
、
Ｆ
49
・
５
２
８
９
、

syogai@
obihiro.ac.jp)

へ
。申
込
用

紙
は
畜
大
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
す

る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

担
当
課
障
害
福
祉
課

募  

集

９
月
定
期
募
集
分

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

　

申
し
込
み
は
郵
送
や
電
話
で
は
で
き

ま
せ
ん
。
印
鑑
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認

書
類
、
身
元
確
認
書
類
を
持
参
の
上
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

申
し
込
み

方
法
や
入
居
者
資
格
、
募
集
住
宅
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
随
時
受
け
付
け
て
い
る
住

宅
も
あ
り
ま
す
。

日
９
月
３
日
㈪
～
５
日
㈬
、
８
時
45
分

～
17
時
30
分
（
初
日
は
19
時
ま
で
）

場
問
住
宅
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・

４
１
９
０
）

住
宅
改
修
補
助
金
の
募
集

申
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
直
接
建
築

指
導
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎
65
・
４
１

８
０
）
へ
。

◆
帯
広
市
空
家
改
修
補
助
金
の
募
集

　

北
海
道
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
登
録

さ
れ
て
い
る
空
き
家
を
自
ら
居
住
す
る

た
め
に
購
入
し
た
場
合
、
対
象
と
な
る

改
修
工
事
の
30
％
（
上
限
30
万
円
）
を

補
助
し
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

定
先
着
２
件

申
込
期
限
平
成
31
年
１
月
31
日
㈭

◆
住
ま
い
の
改
修
助
成
金
第
３
回
募
集

　

消
費
税
を
除
く
10
万
円
以
上
の
改
修

工
事
を
す
る
人
に
、
５
万
円
を
交
付
。

対
助
成
金
交
付
決
定
後
に
行
う
住
宅
性

能
が
向
上
す
る
改
修
工
事

募
集
件
数
抽
選
１
５
９
件
（
申
請
が
募

集
件
数
に
達
し
な
い
場
合
は
、
11
月
に

追
加
募
集
を
行
う
）

申
込
期
間
９
月
３
日
㈪
～
14
日
㈮

姉
妹
都
市　

米
国
ア
ラ
ス
カ
州

ス
ワ
ー
ド
市
の
思
い
出
を
募
集

　

米
国
ア
ラ
ス
カ
州
ス
ワ
ー
ド
市
と
の

国
際
姉
妹
都
市
50
周
年
の
節
目
を
記
念

し
て
、「
ス
ワ
ー
ド
市
と
の
思
い
出
」

を
募
集
し
、
冊
子
を
作
成
し
ま
す
。
応

募
者
に
は
完
成
し
た
冊
子
を
贈
呈
。

申
問
９
月
３
日
㈪
～
28
日
㈮
ま
で
に
、

ス
ワ
ー
ド
市
と
の
思
い
出
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
指
定
様
式
に
記
載
の
上
、
直
接
ま

た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
で
親
善
交
流

課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
３
３
、

Ｆ
23
・
０
１
７
１
）
へ
。

　

併
せ
て
、
当
時
の
写
真
が
あ
る
場
合

は
提
供
く
だ
さ
い
。（
デ
ー
タ
、
原
本

い
ず
れ
も
可
、
原
本
は
返
却
）

２
０
１
８
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
マ
ラ

ソ
ン
大
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

10
月
28
日
㈰
の
大
会
当
日
に
、
コ
ー

ス
沿
道
の
観
衆
の
整
理
や
走
路
の
警
備

な
ど
に
当
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

対
高
校
生
以
上

定
８
５
０
人
程
度

申
９
月
18
日
㈫
ま
で
に
、
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
載
の
上
、
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
新
生
帯
広
支
社
（
〒
080
・

0010
大
通
南
８
丁
目
１

−

１
、
太
平
洋
興

発
ビ
ル
３
階
、
Ｆ
23
・
７
４
０
３
）
へ
。

申
込
書
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
で
配
布
の

ほ
か
、
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
（
市
庁
舎
８
階
、

☎
65
・
４
２
１
０
）

自
衛
隊
各
種
学
生
を
募
集
し
ま
す

　

自
衛
官
候
補
生
、
防
衛
大
学
校
学
生
、

防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
、
防
衛

医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生
（
自
衛
官

候
補
看
護
学
生
）
を
募
集
し
ま
す
。
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

申
問
各
申
込
期
間
に
、

自
衛
隊
帯
広
募
集
案

内
所（
西
５
南
14
、☎

23
・
8
7
1
8
）
へ
。

担
当
課
総
務
課

案  

内

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を

希
望
す
る
人
へ

　

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
し
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
公
共
下
水
道
区
域
と
清
川
集
落
排
水

区
域
を
除
く
地
域
で
、
住
宅
の
新
築
や

改
造
な
ど
で
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

を
予
定
し
て
い
る
人

受
付
期
間
９
月
３
日
㈪
～
12
月
25
日
㈫

申
問
農
村
振
興
課
（
市
庁
舎
７
階
、
☎

65
・
４
１
７
２
）

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

国
や
地
方
自
治
体
の
都
市
計
画
策
定

な
ど
、
居
住
環
境
の
改
善
に
活
用
さ
れ

る
５
年
に
１
度
の
調
査
を
全
国
一
斉
に

行
い
ま
す
。
市
の
全
世
帯
か
ら
無
作
為

に
抽
出
さ
れ
た
約
４
２
０
０
世
帯
が
対

象
で
す
。
対
象
世
帯
に
調
査
員
が
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
票
配
布
開
始
日
９
月
25
日
㈫

調
査
票
回
収
開
始
日
10
月
１
日
㈪

問
総
務
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４

１
０
１
）

平
成
30
年
第
４
回

帯
広
市
議
会
定
例
会

　

開
催
中
は
会
議
を
傍
聴
で
き
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
で
、
幼
児
の
一
時
預
か

り
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
、
携
帯
型
補

聴
器
誘
導
シ
ス
テ
ム
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
生
中

継
映
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日

程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
市
庁
舎
議
会
棟
４
階

問
議
会
事
務
局
総
務
課
（
市
庁
舎
議
会

棟
２
階
、
☎
65
・
４
２
２
１
）

間
伐
材
を
無
料
配
布
し
ま
す

　

公
園
な
ど
の
樹
木
の
間
伐
材
を
無
料

配
布
。
乗
用
車
も
し
く
は
軽
ト
ラ
ッ
ク

に
積
め
る
程
度
ま
で
。
普
通
ト
ラ
ッ
ク
、

大
型
ト
ラ
ッ
ク
は
不
可
。

日
９
月
29
日
㈯
、
９
時
～
15
時
（
無
く

な
り
次
第
終
了
）。
小
雨
決
行
、
荒
天

時
は
30
日
㈰
に
順
延

場
西
22
南
５
（
ア
ル
バ
ー
タ
通
沿
い
）

問
み
ど
り
と
花
の
セ
ン
タ
ー
（
緑
ケ
丘

２
、
☎
21
・
３
１
７
２
）

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

生き物に触れてリラックス

９月 10 日（月） 13 時 本会議（初日）

９月 11 日（火） 10 時 議案審査特別
委員会

９月 14 日（金） 10 時 本会議（一般
質問予備日）

９月 18 日（火）～ 20
日（木）、25 日（火） 各 10 時 本会議（一般

質問）
９月 26 日（水）～28 日

（金）、10月１日（月）
～３日（水）

各 10 時 決算審査特別
委員会

10 月５日（金） 13 時 本会議（最終日）
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９
月
１
日
㈯
か
ら
十
勝
管
内
私
立
幼
稚

園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
願
書
配
布
開
始

　

幼
稚
園
、
認
定
子
ど
も
園
の
見
学
や

募
集
の
詳
細
は
、
各
園
に
問
い
合
わ
せ

る
か
、
十
勝
私
立
幼
稚
園

連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
育
て
世
代
の
た
め
の

﹁
合
同
企
業
説
明
会
﹂

　

子
育
て
応
援
に
賛
同
す
る
企
業
が
集

ま
り
職
場
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
託
児

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
父
母
で
求
職
ま
た

は
転
職
を
考
え
て
い
る
人

日
９
月
６
日
㈭
、
10
時
～
15
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
20
・
７
７
５
１
）

潜
在
看
護
師
研
修
会

　

訪
問
看
護
で
の
職
場
復
帰
を
目
指
す

人
に
講
義
や
実
習
を
行
う
研
修
で
す
。

対
看
護
師
か
保
健
師
の
免
許
を
持
ち
、

離
職
し
て
い
る
人

日
９
月
４
日
㈫
、
９
時
30
分
～
16
時
、

５
日
㈬
、
９
時
～
15
時

場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
東
８
南
13
）

ほ
か

定
先
着
20
人
程
度

申
問
北
海
道
総
合
在
宅
ケ
ア
事
業
団

（
☎
０
１
１
・
２
８
１
・
２
１
２
０
）
へ
。

公
益
財
団
法
人
ア
イ
ヌ
民
族
文
化
財
団

助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

問
帯
広
ア
イ
ヌ
協
会（
☎
34
・
６
５
５
２
）

◆
第
45
回
チ
ョ
マ
ト
ー
慰
霊
祭

　

イ
チ
ャ
ル
パ
（
供
養
儀
式
）
の
実
施
、

伝
統
古
式
舞
踊
の
奉
納
を
行
い
ま
す
。

日
９
月
２
日
㈰
、
11
時
～
12
時
30
分

場
チ
ョ
マ
ト
ー
公
園
（
西
16
北
１
）

◆
マ
レ
ッ
ク
漁
体
験
会

　

主
に
子
ど
も
を
対
象
に
、
ア
イ
ヌ
文

化
の
マ
レ
ッ
ク
漁
（
サ
ケ
の
捕
獲
）
の

体
験
を
行
い
ま
す
。

日
９
月
30
日
㈰
、
10
時
～
13
時

場
伏
古
別
川 

水
辺
の
楽
校（
西
13
北
６
）

ツ
ー
ル
・
ド
・
北
海
道
２
０
１
８

　

開
催
当
日
の
交
通
規
制
情
報
は
ツ
ー

ル
・
ド
・
北
海
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
９
月
７
日
㈮
～
９
日
㈰
、

い
ず
れ
も
９
時
30
分
～
15

時
頃
（
予
定
）

場
旭
川
市
～
新
得
町（
７
日
）、
帯
広
市

～
北
見
市（
８
日
）、
北
見
市
～
当
麻
町

（
９
日
）

問
ツ
ー
ル
･
ド
･
北
海
道
協
会
（
☎
０

１
１
・
２
２
２
・
５
９
２
２
）

ス
カ
ッ
シ
ュ
無
料
体
験
会

　

若
い
人
に
ス
カ
ッ
シ
ュ
の
魅
力
を
紹

介
し
、
実
際
に
ラ
リ
ー
を
体
験
で
き
る

講
習
会
を
行
い
ま
す
。

対
十
勝
管
内
の
小
学
生
～
高
校
生
（
引

率
者
も
参
加
可
能
）

日
９
月
８
日
㈯
、
10
月
13
日
㈯
、
11
月

10
日
㈯
、
い
ず
れ
も
13
時
～
15
時

場
オ
サ
ル
シ
・
ス
カ
ッ
シ
ュ
・
コ
ー
ト

（
音
更
町
長お
さ
る
し

流
枝
幹
線
70
）

定
各
先
着
10
人
程
度

申
問
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
、
音

更
ス
カ
ッ
シ
ュ
協
会
・
山
崎
（
☎
０
９

０
・
９
４
３
６
・
６
３
７
８
）
へ
。

地
域
住
民
公
開
講
座

﹁
乳
が
ん
に
つ
い
て
﹂

　

吉
岡
達
也
氏
（
帯
広
厚
生
病
院
外
科

部
長
）
を
講
師
に
、
公
開
講
座
を
行
い

ま
す
。

日
９
月
13
日
㈭
、
14
時
～
15
時

場
問
帯
広
厚
生
病
院
が
ん
相
談
支
援
科

（
西
６
南
８
、
☎
24
・
４
１
６
１
）

精
神
・
発
達
障
が
い
の
全
道
大
会

　

当
日
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
十
勝
精
神
障
害
家
族
会
連
合
会
笠
原

（
☎
０
９
０
・
６
２
１
３
・
９
９
４
１
）

◆
第
52
回
北
海
道
精
神
障
害
者
家
族
会

　

精
神
障
害
者
の
自
立
し
た
地
域
生
活

推
進
の
講
演
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
精
神
障
害
当
事
者
と
そ
の
家
族
、
地

域
住
民
、
民
生
委
員

日
９
月
８
日
㈯
、
10
時
～
16
時

場
札
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
（
幕
別

町
札
内
青
葉
町
３
１
１
）

◆
第
４
回
全
道
当
事
者
研
究
交
流
集
会

　

精
神
障
害
な
ど
の
問
題
解
決
と
し
て

注
目
さ
れ
る
「
当
事
者
研
究
」
の
北
海

道
で
の
活
動
報
告
と
交
流
を
し
ま
す
。

対
精
神
・
心
理
的
な
苦
労
を
抱
え
て
い

る
当
事
者
と
そ
の
家
族
な
ど

日
９
月
９
日
㈰
、
10
時
～
16
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
2
0
0
人

￥
一
般
１
０
０
０
円
（
当
事
者
、
学
生

５
０
０
円
）

平
成
30
年
度
住
宅
ス
ト
ッ
ク
維
持
・
向
上
促
進

事
業﹁
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
お
金
セ
ミ
ナ
ー
﹂

　

住
生
活
に
関
す
る
お
困
り
ご
と
に
つ

い
て
、
複
数
の
専
門
家
が
講
演
し
ま
す
。

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

市以外からの市民向けのお知らせを掲載しています。
11月号掲載の受付締め切りは
９月14日（金）です。
　　　　　　広報広聴課
（市庁舎３階、☎65・4109）

問い合わせ

市民の掲示板
み ん な

図書館（西２南 14、☎ 22・4700）

図書館ペディアを活用しませんか

図書館のオススメ

帯
おびひろ

広市
し

では、皆
みな

さんの家
か

庭
てい

から出
で

る燃
も

やすごみ・燃
も

やさ
ないごみ（有

ゆうがい

害ごみ）・資
し

源
げん

ごみ・大
おおがた

型ごみを集
あつ

めている
でござるよ。１日

にち

何
なんだい

台のごみ収
しゅう

集
しゅう

車
しゃ

でごみを集
あつ

めている
か当

あ

ててほしいでござる！（答
こた

えは下
した

）

わけすけからの

ごみに関
かん

する挑
ちょうせんじょう

戦状

　今回は、帯広市のごみ収集車についての問題です。

リサイクル忍者  わけすけ
ごみの分別や減量をPRして
いる忍者学校の小学4年生。

わかる
かな？

問い合わせ

問い合わせ 清掃事業課（西 24 北４、☎ 37・2311）

・開館時間　　・休館日
・利用者登録　・予約　など
毎週水・土曜日に発信

（場合によっては変更あり）

発信している情報

帯広市公式
Facebook

帯広市公式
Twitter

①33台！ １日33台のごみ収集車が、曜日ごとにコースを決めてごみと資源ごみを集めているでござるよ。ル
ールを守って、正しくごみを出すでござる！

わけすけからのごみに
関する挑戦状  答え

　図書館の利用方法などに関するマメ知識を「図書館ペディ
ア」として帯広市公式 F

フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebook と T
ツ イ ッ タ ー

witter から発信していま
す。もっと便利に図書館を利用しませんか。

①33台
だ い

  ②66台
だ い

  ③99台
だ い
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▷帯広市急病テレホンセンター（☎0155・26・1099）　▷北海道救急医療情報案内センター（薔 0120・20・
8699、携帯電話／ PHS☎011・221・8699）休日・夜間の急病は

対
住
宅
の
取
得
を
考
え
て
い
る
若
年
世

帯
ま
た
は
住
み
替
え
や
リ
フ
ォ
ー
ム
を

考
え
て
い
る
高
齢
世
帯

日
９
月
８
日
㈯
、
13
時
30
分
～
16
時

場
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
）

定
先
着
50
人

問
安
心
Ｒ
住
宅
推
進
協
議
会
（
☎
66
・

４
６
７
０
）

第
25
回
日
本
ホ
ス
ピ
ス
・
在
宅
ケ
ア

研
究
会
全
国
大
会
ｉ
ｎ
と
か
ち

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
に
つ

い
て
学
び
合
え
る
、
講
演
会
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
す
。

日
９
月
15
日
㈯
、
９
時
20
分
～
17
時
30

分
、
16
日
㈰
、
９
時
～
16
時

場
市
民
文
化
ホ
ー
ル（
西
５
南
11
）、
と

か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

￥
一
般
４
０
０
０
円
、学
生
１
０
０
０
円

問
日
本
ホ
ス
ピ
ス
・
在
宅
ケ
ア
研
究
会

と
か
ち
大
会
実
行
委
員
会
（
☎
48
・
８

０
０
０
）

シ
ニ
ア
従
業
員
の
お
仕
事
説
明
会

ｉ
ｎ
お
び
ひ
ろ

　

帯
広
市
と
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
の
、
高
齢
者
な
ど
の
地
域
見
守
り

活
動
に
関
す
る
協
定
に
基
づ
く
事
業
で

す
。

対
概
ね
60
歳
以
上
で
市
内
の
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
各
店
舗
で
働
い
て
み
た
い
人

日
９
月
20
日
㈭
、
10
時
～
11
時
30
分

場
市
庁
舎

定
選
考
20
人

申
問
９
月
18
日
㈫
ま
で
に
、ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
帯
広
（
☎
23
・
８
２
９
６
）
へ
。

﹁
影
絵
﹂
鑑
賞
会
の
お
知
ら
せ

　

影
絵
劇
団「
か
げ
え
の
い
し
と
ほ
し
」

に
よ
る
影
絵
鑑
賞
会
を
行
い
ま
す
。

対
未
就
園
児
の
親
子

日
９
月
26
日
㈬
、10
時
30
分
～
11
時
30
分

定
先
着
20
組

場
申
問
９
月
14
日
㈮
ま
で
に
、柏
林
台

カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
（
柏
林
台
中
町
１
、

☎
34
・
４
５
５
７
）
へ
。

第
１
回
国
立
帯
広
病
院
ま
つ
り

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
無
料
健
康
診

断
、
屋
台
な
ど
の
催
し
を
行
い
ま
す
。

日
９
月
29
日
㈯
、
10
時
～
14
時

場
国
立
帯
広
病
院
（
西
18
北
２
）

問
病
院
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
☎
33
・

３
１
５
５
）

み
ん
な
の
ち
く
だ
い
﹁
ダ
チ
ョ
ウ

の
卵
に
ふ
れ
て
み
よ
う
﹂

　

ダ
チ
ョ
ウ
の
卵
の
殻
で
小
物
を
作
っ

た
り
、
ダ
チ
ョ
ウ
の
卵
を
使
っ
た
ホ
ッ

ト
ケ
ー
キ
試
食
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
３
歳
以
上

日
９
月
29
日
㈯
、
13
時
～
16
時
15
分

場
帯
広
畜
産
大
学
（
稲
田
町
西
２
線
）

申
問
９
月
16
日
㈰
ま
で
に
、往
復
は
が

き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
10
頁
）

を
書
い
て
、
明
治
北
海
道
十
勝
オ
ー
バ

ル
（
〒
080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番
地
７
、

帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎
49
・
４
０

０
０
）
へ
。

第
10
回
財
団
杯
帯
広
オ
ー
プ
ン
・

男
女
団
体
混
合
卓
球
大
会

参
加
資
格
18
歳
以
上
で
傷
害
保
険
に
加

入
し
て
い
る
こ
と

日
９
月
30
日
㈰
、
８
時
～
18
時

￥
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

申
９
月
17
日
㈷
ま
で
に
、
総
合
体
育
館

で
配
布
の
申
込
書
と
参
加
料
を
Ｔ
ー
２

ス
ポ
ー
ツ
（
〒
080
・

0801
東
１
条
南
１
丁

目
５

−

24
、
渡
辺
ビ
ル
）
へ
。

場
総
合
体
育
館
（
大
通
北
１
）

問
帯
広
卓
球
連
盟
・
田
口
（
☎
０
９
０
・

２
８
１
１
・
９
０
０
９
）

第
５
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
朗
読
会

～
ギ
タ
ー
の
し
ら
べ
と
共
に
～

　

図
書
館
に
収
益
金
を
寄
贈
し
、
本
の

購
入
に
充
て
て
も
ら
う
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

朗
読
会
を
行
い
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
は
勝

毎
サ
ロ
ン
（
西
２
南
８
、
ふ
じ
ま
る
ビ

ル
７
階
）、
コ
ー
ヒ
ー
フ
レ
ン
ド
（
西

３
南
15
、
池
田
ビ
ル
１
階
）
で
販
売
。

日
９
月
30
日
㈰
、
13
時
30
分
～
16
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

￥
前
売
り
券
５
０
０
円
（
当
日
券
６
０

０
円
）

問「
萌
え
の
会
」朗
読
倶
楽
部
・
東ひ
が
し
だ
て館（

☎

０
９
０
・
９
５
１
８
・
０
３
４
５
）

第
10
回
財
団
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

日
10
月
６
日
㈯
、
８
時
～
13
時

場
帯
広
の
森
運
動
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
（
南
町
南
７
線
56
番
地
７
）

定
抽
選
１
０
０
人

￥
１
０
０
０
円

申
問
９
月
20
日
㈭
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
10

頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
陸
上
競
技

場
（
〒
080
･

0856
南
町
南
７
線
56
番
地

７
、
帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎
47
・

1
1
8
8
）
へ
。

プ
レ
マ
マ
わ
く
わ
く
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ロ
ー
赤
ち
ゃ
ん
！

　

産
婦
人
科
医
、
保
健
師
、
歯
科
医
の

話
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
楽
し
く
て
た

め
に
な
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

対
妊
婦
ま
た
は
１
歳
未
満
の
子
ど
も
を

育
児
中
の
人
と
そ
の
家
族

日
10
月
６
日
㈯
、
13
時
～
15
時
30
分

（
12
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

安心安全推進課（市庁舎３階、☎ 65・4131）

自転車は「車 両」です！
ルールを守り安全 に利用しましょう
問い合わせ

　平成 30 年４月１日に「北海道自転
車条例」が制定されました。
　自転車利用時は以下のポイントに
気を付け、ルール・マナーを守って安
全・適正に利用しましょう。

●ながら運転をしない
●交差点の一時停止や信号、標

識を守る
●薄暗くなったら早めにライト

を点灯する
●万が一の事故に備え、自転車

損害保険などに加入する

検 索北海道　自転車条例

広報広聴課（市庁舎３階、☎ 65・4109）

　昭和８年に建築された旧
川原邸は、大正から昭和初
期に多く見られた住宅建築
様式を今に伝える貴重な歴
史的建造物の一つです。
　この建物の随所には書院
造や格子戸、欄間の彫刻な
ど、美術上注目される創意
工夫がされています。家屋
内には昔の手仕事体験や写
真撮影ができるコーナーが
あり、無料で見学可能です。
詳細は、隣接するとかち大
平原 交 流センター（ ☎ 53・
4780）へ問い合わせください。

問い合わせ

定
先
着
１
５
０
人

申
問
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
母
子
衛

生
研
究
会
北
海
道
地
区
事
務
局
（
☎
０

１
１
・
２
３
３
・
５
９
７
７
）
へ
。

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
を

発
令
し
ま
し
た

　

帯
広
市
に
は
10
人
の
人
権
擁
護
委
員

が
お
り
、
新
た
な
人
権
擁
護
委
員
に
中

島
和
典
さ
ん
、
河
合
恒
生
さ
ん
、
鎌
田

則
明
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
じ
め
や
虐
待
、
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ

な
ど
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

日
月
～
金
曜
日
、８
時
30
分
～
17
時
15
分

場
問
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局
（
東

５
南
９
、
☎ 

24
・
5
8
2
3
）

危険な運転は
絶対ダメ！

シ
ャ
ー
ッ

危ない！

く行

旧川原邸

　広報担当者が市内の気になる施設に行き、
取材を行うコーナーです。今回取材に行っ
たのはこちらです。

広報担当者が

条例のポイント

↑
至
帯
広

広
尾
国
道

236

とかち大平原
交流センター

川西町

旧川原邸

美しい欄間の彫刻 懐かしさを感じるたたずまい 当時の生活が伺える台所

場所　川西町基線61
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暮
ら
し
の
情
報
が
い
っ
ぱ
い

　

暮
ら
し
の
耳
寄
り
な
情
報
の
展
示
や

体
験
、
農
と
食
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演

会
、
地
場
産
野
菜
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
な
ど
、
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し

み
な
が
ら
暮
ら
し
に
つ
い
て
学
べ
る
催

し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
暮
ら
し
の
安

全
・
安
心
、
地
域
環
境
な
ど
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

10
月
６
日
㈯
、
10
時
〜
16
時

場
所　

と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
な

行
事

▼
消
費
者
講
演
会

　

福
島
県
か
ら
藤
田
浩
志
氏
（
日
本
野

菜
ソ
ム
リ
エ
認
定
ア
ク
テ
ィ
ブ
野
菜
ソ

ム
リ
エ
）
を
呼
び
、「
魅
力
た
っ
ぷ
り
！

福
島
の
農
に
生
き
る
」
と
題
し
た
講
演

会
を
開
催
。
参
加
者
に
は
お
土
産
も
あ

り
ま
す
。

時
間　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

定
員　

先
着
１
０
０
人

申
し
込
み　

９
月
28
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
安
心
安
全
推
進
課
へ
。

▼
発
泡
入
浴
剤
を
作
っ
て
み
よ
う

　

ミ
ル
ク
と
ア
ロ
マ
を
使
用
し
た
、
発

泡
入
浴
剤
を
手
作
り
し
ま
す
。

時
間　

13
時
〜
14
時

定
員　

先
着
15
人
（
中
学
生
以
上
）

費
用　
５
０
０
円

申
し
込
み　

９
月
15
日
㈯
〜
10
月
５
日

㈮
ま
で
に
、
電
話
で
帯
広
消
費
者
協
会

（
☎
22
・
７
１
６
１
）
へ
。

市政のお知らせを放送しています
◆テレビ　市役所だより（OCTV 11ch） 
毎日４回放送していて、市ホームページ
からもご覧になれます。

◆ラジオ（毎 週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション

（FM-JAGA77.8MHz）  ９：15～９：20
おびひろ広報メモ

（F M-WING76.1MHz） ９：30～９：35

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にする
ために「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問い合わせ広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109、ＦＡＸ23・0156、Ｅ
メールreport@city.obihiro.hokkaido.jp）

　鳥のさえずりや木々
のざわめきが心地よい
土曜の朝、十勝が生み
出す豊かな産物を求め
て、多くの人が緑ヶ丘
公園を訪れました。地
場 産 の 新 鮮 野 菜 や ビ
ー ル に ワ イ ン 、革 製
品や木工品などの加工品の販売や、羊毛紡ぎの体験など、
十勝の魅力がぎゅっと詰まった会場では、子どもから大
人まで自然と笑顔があふれていました。このイベントは、
８月 25 日（土）、９月８日（土）、22 日（土）、いずれも９時
～14 時まで開催予定です。（７月 28 日、緑ヶ丘公園）

　７月 31 日から３日
間、開拓姉妹都市の静
岡県松崎町から青少年
派 遣 研 修 団 が 訪 れ ま
した。小学生 10 人が、
依田勉三翁ゆかりの地
を見学したり、イモ堀
りやアイスクリーム作りなどを通して、学びを深めまし
た。最終日は、帯広の森アイスアリーナで、帯広の小学
生９人と、スケートを通じて交流しました。始めは転ん
だりしていましたが、少しずつスケート靴にも慣れ、最
後はみんなで「だるまさんが転んだ」ができるほどに上達
しました。（８月２日、帯広の森アイスアリーナ）

松崎町青少年派遣研修団

十勝ファーマーズ
マーケット

手づくり味
み そ

噌

タベルナ・ラ・オビヒロ

　詳細な手順は、市
ホームページにて動
画で確認できます。
　５月号掲載レシピ

「サーモンディップ編」
も公開しているので
チェックしてみてね！

● 大豆 ………………………500g
● 米麹

こうじ

 ………………………600g
● 塩 …………………………250g 弱
● 種水（煮汁） ……………100ml 程度※

※味噌の硬さに合わせて調節

１. 大豆を洗い、２～３倍量の水に 24
時間浸けておく。

２. 鍋で、大豆が指でつぶせる硬さになる
まで煮る。※通常の鍋で３～４時間程度

３. 煮大豆と煮汁を分けて40度程度まで冷ます。
※煮汁は種水として使うので捨てないように注意

４. 煮大豆をすり鉢でつぶし、米麹、塩
（ひ とつまみ残す）、種 水（煮汁）と合

わせてよく混ぜ る。種水で調節しな
がら耳たぶくらいの硬さにする。

５. 味噌から空気を抜くため、味噌を玉状
にいくつか丸め、新品の食品保存容器
などに、叩きつけるようにして仕込む。

６. ４で残した塩を入れ、空気を抜い
て密閉する。冷暗所に保存し、約
１年漬ければ味噌の完成！

十勝産の大豆で作る
味噌の味は最高。家
庭でも簡単に作るこ
とができます！
センターでは麹から
作る講習会も開催し
ているのでぜひ参加
してくださいね！

「タベルナ」とは欧州で食堂や居酒屋などを表す言葉です。帯広にちなんだ料理をご紹介！

材料（2kg分）

調理手順

とかち大平原交流センター
センター長　岡野さん

今回のテーマは「地産地消」

み
ん
な
の
消
費
生
活
展

安
心
安
全
推
進
課（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
３
２
）

問
い
合
わ
せ 情

報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

清涼飲料水を作ろう！…糖度調べ

体
　
験

清涼飲料水を作ろう！糖度調べ
秋の味覚試食会（1 2時～）
あかりのエコ教室
脳トレクイズにチャレンジ
アクリルたわし作成講習・販売
新聞紙エコバッグ・ネコキャップ作り
はかりにチャレンジ
気になる塩分試飲チェック
地場産野菜が当たるスタンプラリー

展
　
示

特殊詐欺の手口を知ろう
新洗濯表示知っていますか？
介護保険制度資料コーナー
ご存知ですか新案内マーク
ごみ減量コーナー
シルバー人材センターの取り組み

そ
の
他

住宅に関する情報コーナー
成年後見相談コーナー

「ふくしまから   はじめよう。」
紹介コーナー
地場産野菜・手づくり味

み そ

噌の販売

古布回収コーナー

検 索タベルナ・ラ・オビヒロ




